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　こんにちは。２代目美浦村地域おこし協力隊の桂典久です。
　私は、初代協力隊である村川夫妻が営む美浦村週末カフェのお手伝いをさせ
て頂いた際に、美浦村の文化や魅力の発信基地の役割をされている姿に感銘を
受けました。その後、ご縁があり２代目の地域おこし協力隊として応募をさせ
て頂き、採用されてから早くも半年が経ちました。
　現在では、これまでの飲食店などでの経験を活かし、美浦村週末カフェに県
内外から来られるお客様に、村の特産品を『ランチ』と

いう形で調理提供させて頂いています。
ありがたいことに、多くの旬野菜や湖産物を食べてもらい、少しずつ

ですがリピーターのお客様も増えてきて、『どこで購入できるの？』など
のお問い合わせも増えてきました。また、カフェが営業していない平日
は、村内の農家さんにお邪魔し、旬の野菜の美味しい調理法を教わった
り、大山地区の漁師さんの漁に同行したりなど、今までは出来なかった
経験をたくさんさせて頂いています。
今後はこのような貴重な経験を、私の言葉で多くの人に発信し、美浦

村の魅力を多くの人に知ってもらえるきっかけになればと考えています。

　最後に、私は、おいしさのひとつとして野菜など作られている方の物語、作られるまでのエ
ピソードなどを伝える事を大切にしています。村内の生産者の方々のそのような物語を、私に
教えて下さい。皆様のエピソード共に、美味しく調理をさせて頂き、美浦村内外の人に食べて
頂き美浦村ファンを作っていきたいです。まだまだ皆さんのお話を聞かせてください。

桂典久さんが、美浦村の２代目となる地域おこし協力隊として令和４年６月に着任して約半年がた
ちました。『美浦村の農水産品を食材とした料理による地域活性化』を活動テーマとしながら、行政で
はできない柔軟な地域おこし策を展開しています。

活動報告 №２地域おこし協力隊
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

ま
た
近
年
、
世
界
各
地
で
地
震
や
火
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

昨
年
１
月
の
ト
ン
ガ
海
底
火
山
噴
火
や
、
９
月
の
メ
キ
シ
コ
で
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

を
超
え
る
大
地
震
。
日
本
で
も
３
月
に
は
、
宮
城
県
や
福
島
県
で
震
度
６
強
を
観
測
す

る
地
震
や
、
７
月
の
桜
島
の
噴
火
な
ど
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
す
る
の
は
非
常
に

困
難
で
す
。
村
で
は
想
定
外
の
有
事
に
も「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」と
す
る
べ
く
、
防

災
行
政
無
線
の
整
備
や
災
害
時
の
備
蓄
を
進
め
る
な
ど
、
よ
り
一
層
装
備
を
拡
充
し
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
も
防
災
意
識
を
高
く
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
速
や
か
に
行
動
に
移
せ
る
よ

う
日
頃
か
ら
の
備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
の
町
村
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
自
然
環
境
の
保
全
は
、
私
た
ち
が
担
っ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民

と
行
政
が
手
を
携
え
、
主
体
的
・
自
立
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
れ
が
基
礎
自
治
体
た
る
美
浦
村
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
国

道
１
２
５
号
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
が
進
み
、
昨
年
の
１１
月
末
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
入
口
交
差
点
か
ら
稲
敷
市
佐
倉
の
県
道
江
戸
崎
新
利
根
線
ま
で
の
区
間
が
完
成

す
る
な
ど
、
地
域
交
流
館
周
辺
へ
の
新
た
な
事
業
展
開
も
見
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も「
地
域
主
権
」の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
村
づ
く
り
に

参
加
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」を
念
頭
に
、
真
の
豊
か
さ
を
実

感
し
、
魅
力
あ
る
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
と
な
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
村
民
が
主
役
の
村
政
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
５
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う「
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち　

美
浦
」の
村

政
運
営
の
先
頭
に
立
ち
、
執
行
部
と
村
議
会
の
総
合
力
を
生
か
し
、
長
い
歴
史
が
育
ん
で

き
た
美
浦
村
の
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
か
ら
の
変
化
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）が
宣
言
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
上
が

経
ち
、
諸
外
国
で
は
各
種
規
制
等
を
撤
廃
す
る
中
、
日
本
で
も
経
済
面
の
影
響
を
鑑
み
、

国
民
の
行
動
制
限
の
撤
廃
や
、
自
治
体
で
自
粛
し
て
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
村
で
も
、
地
域
の
活
性
化
を
要
望
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

３
年
ぶ
り
と
な
る「
み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」や
成
人
式
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

小
中
学
校
で
も
、
運
動
会
や
遠
足
、
修
学
旅
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
人
数
制
限
な
ど
の
制

約
は
あ
る
も
の
の
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
政
府
で
も
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
の
感
染

症
法
上
の
分
類
の
見
直
し
を
検
討
す
る
な
ど
、
過
度
に
恐
れ
て
い
た
時
期
が
終
了
し
、
少

し
づ
つ
日
常
が
戻
っ
て
き
て
い
る
の
を
実
感
で
き
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
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す
る
な
ど
、
地
域
交
流
館
周
辺
へ
の
新
た
な
事
業
展
開
も
見
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も「
地
域
主
権
」の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
村
づ
く
り
に

参
加
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」を
念
頭
に
、
真
の
豊
か
さ
を
実

感
し
、
魅
力
あ
る
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
と
な
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
村
民
が
主
役
の
村
政
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う「
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち　

美
浦
」の
村

政
運
営
の
先
頭
に
立
ち
、
執
行
部
と
村
議
会
の
総
合
力
を
生
か
し
、
長
い
歴
史
が
育
ん
で

き
た
美
浦
村
の
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
か
ら
の
変
化
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）が
宣
言
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
上
が

経
ち
、
諸
外
国
で
は
各
種
規
制
等
を
撤
廃
す
る
中
、
日
本
で
も
経
済
面
の
影
響
を
鑑
み
、

国
民
の
行
動
制
限
の
撤
廃
や
、
自
治
体
で
自
粛
し
て
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
村
で
も
、
地
域
の
活
性
化
を
要
望
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

３
年
ぶ
り
と
な
る「
み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」や
成
人
式
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

小
中
学
校
で
も
、
運
動
会
や
遠
足
、
修
学
旅
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
人
数
制
限
な
ど
の
制

約
は
あ
る
も
の
の
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
政
府
で
も
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
の
感
染

症
法
上
の
分
類
の
見
直
し
を
検
討
す
る
な
ど
、
過
度
に
恐
れ
て
い
た
時
期
が
終
了
し
、
少

し
づ
つ
日
常
が
戻
っ
て
き
て
い
る
の
を
実
感
で
き
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

33 広報みほ　令和５年１月号広報みほ　令和５年１月号 26広報みほ　令和５年１月号

投票区

合計 １２，３７９ ４，１７７ ３３．７４

投票者数
（人）

投票率
（％）

当日有権者数
（人）

候補者氏名 得票数

令和４年１２月１１日執行
茨城県議会議員一般選挙 結果

選挙のお知らせ

選挙に関するお問い合わせは、美浦村選挙管理委員
会（役場総務課内☎０２９－８８５－０３４０内線２０３）まで
お願いします。

美浦村長選挙

美浦村議会議員
一般選挙
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地域の話題を
お待ちしています
■総務課・広報係
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
「
人
権
問
題
講
演
会
」を
開
催

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　

「
人
権
問
題
講
演
会
」を
開
催

１２
月
４
日
、
中
央
公
民
館
で
美
浦
村
人
権
講
演
会『「
ふ
つ
う

っ
て
何
？
」〜
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
』が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
茨
城
県
教
育
庁
総
務
企
画
部
総
務
課
人
権
教
育
室
主

査
の
倉
持
功
氏
を
講
師
に
迎
え
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
の
最
後
に

は
、
茨
城
県
が
作
成
し
た
人
権
問
題
啓

発
映
画「
ホ
ー
ム
」も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
８５
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

一
人
ひ
と
り
の「
人
権
」が
尊
重
さ
れ
る

豊
か
な
ま
ち
を
め
ざ
し
、「
人
権
」に
つ

い
て
み
ん
な
で
学
び
、
様
々
な
人
権
問

題
を
考
え
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
人

権
デ
ー（
１２
月
１０
日
）を
最
終
日
と
す
る

１
週
間
を『
人
権
週
間
』と
定
め
、
昭
和

２４
年
か
ら
毎
年
、
各
関
係
機
関
お
よ
び

団
体
と
と
も
に
協
力
し
、
全
国
的
に
人

権
啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

美浦村週末カフェ感謝祭を開催美浦村週末カフェ感謝祭を開催美浦村週末カフェ感謝祭を開催
１１月２７日、美浦村週末カフェにおいて、「美浦村
週末カフェ感謝祭」が開催されました。今回のイ
ベントは、週末カフェがオープンして１年半の感
謝と、今年から二代目地域おこし協力隊として加
入した桂典久さんの美味しい食事『かつらめし』を
多くの人に知ってほしいとの思いから開催された
ものです。
　会場では、桂さん特製「美浦村野菜たっぷりモ
ツ煮」の無料配布やチャリティーバザー、ボート
での霞ケ浦遊覧体験などが行われ、村内外から訪
れた多くの人で賑わいました。
※１月～３月は週末カフェは冬季休業となります。

美浦村消防団が機械器具点検実施美浦村消防団が機械器具点検実施美浦村消防団が機械器具点検実施
１１月２０日、美浦村消防団が機械器具置場点検及び真空ポ
ンプ圧力テストを行い、１０２名の団員が参加しました。こ
れは、各消防分団に配備する消防ポンプ、消防機械器具等
の性能及び付属品の維持管理状況を点検し、資機材の適正
管理と、災害等に対する態勢を整えることを目的に実施さ
れたものです。
　また同日、木原地区自主防災組織において、いなほ消防
署の協力を得て、地区住民による放水訓練を行いました。
参加された方は、火災の第１発見者になり、消防署や消防団
が到着するまでの時間や、大規模災害時に消防の手が回ら
ない場合など、自分たちの地域を協力して自分たちで守る
『自助・共助』のため、火災発生時に対応できるよう、消火
栓の開け方や、放水までの手順を熱心に学んでいました。

美浦村地域活性化商品券美浦村地域活性化商品券

◇問合せ　役場経済課☎０２９－８８５－０３４０
　　　　　美浦村商工会☎０２９－８８５－２２５０

１月３１日（火）までです！
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金
婚
を
迎
え
た

　
　
　
　

ご
夫
婦
に
褒
状
贈
呈

１１
月
１６
日
、
め
で

た
く
結
婚
５０
周
年
で

あ
る
金
婚
を
迎
え
ら

れ
た
ご
夫
婦
の
お
宅

へ
、
村
長
と
村
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局

長
が
訪
問
し
、
お
祝

い
の
言
葉
と
と
も
に

村
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
褒
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

訪
問
し
た
４
組
の
ご

夫
婦
の
う
ち
、
宮
本

秀
夫
さ
ん
・
富
枝
さ

ん
ご
夫
婦
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
妻
に
は
、
衣
食
住
と
健
康
管
理
を
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
秀
夫
さ
ん
）
努
力
家
で

何
事
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
私
の
行
動
に
も
協
力
し
て
く

れ
て
、
日
々
尊
敬
と
感
謝
の
気
持
ち
で
５０
年
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。（
富
枝
さ
ん
）
健
康
管
理
に
努
め
、
皆
さ
ま
と
と
も
に

明
る
く
楽
し
く
暮
ら
し
、
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
ン
の
人
生
を
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
た
め
に
金
婚
を
祝

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
村
長
様
、
行
政
・
社
協
職
員
の
皆
様
、

村
民
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
、
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。」

　

社
協
で
は
、
今
回
訪
問
し
た
ご
夫
婦
の
ほ
か
、
７
組
の
ご

夫
婦
の
金
婚
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
金
婚
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小倉優実さん、茨城県租税教育推進協議会長賞受賞
１１月１６日、ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎において税の作文
表彰式が開催され、美浦中学校２年の小倉優実さんが、
茨城県租税教育推進協議会長賞を受賞されました。表彰
式では、中学生や高校生から応募された税に関する作文
並びに、高校生から応募された税の標語の優秀作品に対
する表彰の贈呈と受賞作の朗読が行われました。
　小倉さんは、「こんな素晴らしい賞をいただき、とても
うれしいです。税金は絶対的貧困の子どもを助けるため
のものです。住みやすい村にするため、私も助けたいと
の思いで書きました。」と語ってくれました。この度の受
賞おめでとうございます。

小倉優実さん、茨城県租税教育推進協議会長賞受賞県租税教育

国道１２５号大谷バイパス
美浦ー稲敷区間開通

１１月３０日、国道１２５号大谷バイパスのうち、
美浦村の美浦トレーニング・センター入口の交
差点から稲敷市佐倉の県道江戸崎新利根線まで
の約１．１キロ区間が完成し、午後３時３０分より
供用が開始されました。供用に先立ち、交通安
全祈願式が行われ、道路に置いた「交通安全祈
願」の文字を清め、最後にパトカーの先導によ
り通り始めが行われました。

１１月２７日、国登録有形文化財「小澤家住宅」の
見学会を開催しました。小澤家住宅は明治時代
中期に建てられ、当地域の名主の屋敷構えを今
に伝える貴重な民家です。随所にみられる建築
技術や歴史的な背景など、ヘリテージマネージ
ャーの池田惠子氏による説明を受け、参加者は
大きな関心を寄せていました。

登録有形文化財「小澤家住宅」
見学会を開催しました

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の手続き電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の手続き
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地
方
公
務
員
法
第
２２
条
の
２
第

１
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き

任
用
さ
れ
る
非
常
勤
職
員
で
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
？

民生委員は、厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域で常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な
援助を行う等、社会福祉増進の役割を担っています。また、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせる
よう、見守り・子育ての不安・妊娠中の心配ごと等の相談・支援等を行う「児童委員」を兼ねています。任
期は３年で、令和４年１２月１日の改選により新しい任期がスタートしました。
村民の皆さんのそばにいる今期の民生委員さんをご紹介します。
※今期から土屋二区（二班）と南原地区が分割されて１名増え、２９名となりました。

小野木 秀子
《木原（登宿　　
　・上宿・田中）》

大竹 常雄
《信太（須賀・仲妻
　・給分・天神台）》

小泉 幾代
《下舟子》

松本 政幸
《山内・八井田　
　　　　・見晴》

栗葉 兼児
《上舟子》

氏　名
《担当地区》

副
会
長

副
会
長

海老原 勉
《布佐南部》

大槻 保代
《郷中》

沼崎 真知子
《受領》

根本 正則
《大須賀津・茂呂　
　・桜木・みどり台》

宇津木 昭雄
《布佐東部　　
　　・西部・台》

栗山 好夫
《木原（浜・後宿　
　　　・山戸丁）》

出戸　勲
《土屋二区　　
　　（一班）》

山﨑 はるみ
《大谷（根古屋　　
　　　　・谷津）》

糠賀 利明
《興津》

清水 富美子
《土屋一区　　
　　（一班）》

大谷 茂夫
《土屋一区　　
　　（二班）》

鈴木 浩二
《大谷（石灘）　　
　・宮地・余郷）》

中島　猛
《土浦・端山　　
　　　・馬見山》

大塚まち子
《南原》

堀越 安彦
《大塚・谷中　　　
　・山王・花見塚》

松本　貢
《根火・牛込　
　　　　・馬掛》

飯塚 忠雄
《木・定光　　
　　・本橋・間野》

宮本 徳子
《土屋二区　　
　　（二班）》

山﨑 純子
《主任児童委員》

高嶋 きみ江
《大山東部》

佐藤 典子
《美駒》

佐藤 ハツエ
《美駒》

中島　宏
《主任児童委員》

村﨑 友春
《大山》

■問合せ　福祉介護課社会福祉係☎０２９－８８５－０３４０（内）１１１・１１２

民生委員・児童委員民生委員・児童委員民生委員・児童委員民生委員・児童委員 を紹介しますを紹介しますを紹介しますを紹介します新しい新しい新しい新しい

会
長
会
長

副
会
長

副
会
長
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大山湖畔の記憶【第２回】
～旧制東京医科歯科大学予科～
大山湖畔の記憶【第２回】

～旧制東京医科歯科大学予科～
１９４ 8月27日、空襲被害の少なかった鹿島海軍航空隊跡地に、旧制東京医科歯科大学予

年に大山湖畔の地を離れましたが、併設され

〔参考文献〕「東京医科歯科大学創立五十年記念誌」「東京医科歯科大学霞ヶ浦分院史」
〔取材協力〕東京医科歯科大学名誉教授 岡本良平氏（予科１回生）
〔写真提供〕宇田川秀雄氏（元東京医科歯科大学霞ヶ浦分院医師）　　問合せ　企画財政課☎０２９－８８５－０３４０

〔参考文献〕「東京医科歯科大学創立五十年記念誌」「東京医科歯科大学霞ヶ浦分院史」
〔取材協力〕東京医科歯科大学名誉教授 岡本良平氏（予科１回生）
〔写真提供〕宇田川秀雄氏（元東京医科歯科大学霞ヶ浦分院医師）　　問合せ　企画財政課☎０２９－８８５－０３４０

１９４１９４ 8月27日、空襲被害の少なかった鹿島海軍航空隊跡地に、旧制東京医科歯科大学予8月27日、空襲被害の少なかった鹿島海軍航空隊跡地に、旧制東京医科歯科大学予

年に大山湖畔の地を離れましたが、併設され年に大山湖畔の地を離れましたが、併設され

　昭和２１年９月末、土浦駅から木炭バスに揺られて大谷に到着。米軍から解放された予科（元航空隊）施設の準備
が整っておらず、大谷バス停と湖畔の予科の途中にある農協の建物に幾晩か泊まった。
　１０月に授業開始、軍需品は接収されていたが、教室が置かれた元航空隊庁舎の迷彩色の外壁や、高さ３ｍ以上
の飛込台を備えた５０ｍプール、水上飛行機を射出したというカタパルトに圧倒された。
　空襲対策で天井板が剥がされたままの南寮（元士官宿舎）の壁には、軍人が書き残した言葉や日本刀掛けがあり、
至る所に戦時の名残を感じた。つい１年余り前、決意に満ちた兵（つわもの）共がここに集い護国を誓ったことに
思いを馳せると、グランド（元練兵場）に散らばる小石一つにも感慨深いものがあった。
　終戦まで将校を養成する陸海軍の学校にいた者も多かったが、１回生としての気概と新たな人生の始まりに、
皆大いに意気込んでいた。
　食糧事情の悪い時代に工夫して夜食を作り、集って議論したり、寮祭を愉しみ、文武両道、スポーツにも打ち
込んだ日々。戦後の解放感もあって実に活気に満ちた学生生活だった。
　湖まで打球が届きそうに思えたグランドで日が暮れるまで野球をしたこと、正門脇の吉田屋さんの食事、帰省
のたびに大谷のバス停まで歩いて向かう途中で米を買い、担いで帰ったことも懐かしい。

　昭和２１年９月末、土浦駅から木炭バスに揺られて大谷に到着。米軍から解放された予科（元航空隊）施設の準備
が整っておらず、大谷バス停と湖畔の予科の途中にある農協の建物に幾晩か泊まった。
１０月に授業開始、軍需品は接収されていたが、教室が置かれた元航空隊庁舎の迷彩色の外壁や、高さ３ｍ以上
の飛込台を備えた５０ｍプール、水上飛行機を射出したというカタパルトに圧倒された。
　空襲対策で天井板が剥がされたままの南寮（元士官宿舎）の壁には、軍人が書き残した言葉や日本刀掛けがあり、
至る所に戦時の名残を感じた。つい１年余り前、決意に満ちた兵（つわもの）共がここに集い護国を誓ったことに
思いを馳せると、グランド（元練兵場）に散らばる小石一つにも感慨深いものがあった。
　終戦まで将校を養成する陸海軍の学校にいた者も多かったが、１回生としての気概と新たな人生の始まりに、
皆大いに意気込んでいた。
　食糧事情の悪い時代に工夫して夜食を作り、集って議論したり、寮祭を愉しみ、文武両道、スポーツにも打ち
込んだ日々。戦後の解放感もあって実に活気に満ちた学生生活だった。
　湖まで打球が届きそうに思えたグランドで日が暮れるまで野球をしたこと、正門脇の吉田屋さんの食事、帰省
のたびに大谷のバス停まで歩いて向かう途中で米を買い、担いで帰ったことも懐かしい。

旧制東京医科歯科大学予科１回生の回想 旧制東京医科歯科大学予科１回生の回想 

プール・（中央奥 ８年】プ （中央奥プ （中央奥 年年】 年】年年年】

議会報告会議会報告会美浦村美浦村
美浦村議会では、
「住民に開かれた議会」「住民参加を促進する議会」
「住民に身近な信頼される議会」の実現を目指し、
議会報告会を開催します。

午前１０時～正午
中央公民館
大ホール

▼小学校の統合について

▼大山湖畔公園について

▼国道１２５号バイパスについて

▼意見交換

テ

ー

マ

※調査等が必要な質問については、事前
　に事務局までお知らせください。
※参加については、事前の申し込みは不
　要です。

■ 問合せ　議会事務局☎０２９－８８５－０３４０（内）３０１・３０２■ 問合せ　議会事務局☎０２９－８８５－０３４０（内）３０１・３０２

２/１８（土）みなさまの声をお聞かせください！みなさまの声をお聞かせください！

お知らせ
公共機関等の電話番号はお知らせの
最終ページに掲載しています。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報　
４３

雪
道
で
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
は

法
令
違
反
で
す
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龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

▼特別会計

▼一般会計
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

参
加
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で

は
な
く
、
今
後
ま
た
変
わ
っ
て
い

く
世
の
中
に
、「
は
た
し
て
こ
れ
で

良
い
の
か
？
」「
こ
の
ま
ま
で
大
丈

夫
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
声
を
あ

げ
、
共
に
参
画
し
て
い
く
機
会
に

も
触
れ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
共
に
輝
く
み
ほ
の
会
で
は
、

「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か
わ

か
ら
な
い
。
で
も
、
何
と
か
な
ら

な
い
の
か
？
」
と
い
う
身
近
な
疑

問
や
問
題
を
気
楽
に
語
り
合
う
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
参
加
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
様
に
身
近
な
も
の
ご
と
を

き
っ
か
け
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
の

ま
な
ざ
し
が
男
女
共
同
参
画
へ
と

向
い
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
は
誰
も
が
分
り
や
す
く
、

身
近
な
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
村
内

の
学
校
に
通
う
子
ど
も
を
も
つ
保

護
者
の
目
線
で
書
い
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
参
加
と
参
画

の
違
い
か
ら
。
参
加
は
、
す
で
に

あ
る
も
の
に
加
わ
る
事
。
参
画
は
、

事
業
や
政
策
を
立
ち
上
げ
る
段
階

か
ら
加
わ
る
事
で
す
。

私
は
、
大
谷
小
学
校
で
役
員
活

動
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
子
ど
も
達
の
為
に
、「
こ
れ
で

良
い
の
か
？
こ
こ
を
変
え
る
べ
き

で
は
？
」
と
意
見
を
交
わ
し
合
い
、

今
の
時
代
に
合
っ
た
も
の
に
作
り

「
参
加
」か
ら「
参
画
」へ

意
識
を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か

荒
井
美
幸

変
え
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
員
活
動
も
参
画
だ
と
思
え
ま
す
。

美
浦
中
学
校
で
も
、
生
徒
会
を
中

心
に
、
自
分
た
ち
の
学
校
の
自
分

た
ち
の
ル
ー
ル（
校
則
）は
自
分
た

ち
で
考
え
て
変
え
て
い
く
取
り
組

み
、
こ
れ
こ
そ
参
画
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
様
に
特
別
な
こ

と
で
は
な
く
、
誰
で
も
が
携
わ
っ

て
お
り
、
今
後
も
携
わ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

「
男
女
が
共
に
」の
部
分
も
、
役

員
活
動
の
一
つ
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
委
員
会
」
と
い
う
名
称
が
「
子

育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」
と

名
称
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
子
育

て
は
母
親
が
や
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
子
育
て
に
携
わ
る
全
て
の
方

を
対
象
と
す
る
も
の
へ
と
変
わ
っ

た
こ
と
も
進
歩
で
す
。
さ
て
、
少

し
昔
を
思
い
出
す
と
、
私
が
子
ど

も
の
頃
は
、
中
学
校
で
は
「
男
子

は
技
術
、
女
子
は
家
庭
科
」
と
分

か
れ
て
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
調

べ
て
み
る
と
平
成
２
年
度
か
ら
男

女
が
共
に
学
ぶ「
技
術
・
家
庭
科
」

へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
時
代
の
流
れ
と
共
に
、

自
然
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

－美浦村女性行政推進協議会－－美浦村女性行政推進協議会－

男女がともに
　 輝くために
男女がともに
輝くために

み

ほ

文

芸

十
二
月
の
俳
句
（
題　
当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

十
二
月
の
俳
句
（
題
当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

美
浦
村
文
化
祭　

里
謡
大
会　

兼
題
「
月
・
風
」

美
浦
村
文
化
祭　

里
謡
大
会　

兼
題
「
月
・
風
」

野
良
に
一
生
狂
い
も
無
く
て
心
澄
み
切
る
秋
の
月　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

風
に
か
す
か
な
野
焼
き
の
匂
い
暮
れ
て
ひ
っ
そ
り
冬
の
月　
　
　

石
戸
葎
華

月
を
眺
め
て
夜
風
に
当
り
恩
師
偲
ん
で
詠
む
俚
謡　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

月
を
見
上
げ
て
思
い
を
馳
せ
る
こ
の
世
未
練
の
か
ぐ
や
姫　
　
　

井
戸
賀
龢
道

眩
し
月
光
湖
面
に
落
ち
て
波
が
糸
引
く
金
の
道　
　
　
　
　
　

   

上
野
八
千
代

恩
師
好
月
筑
風
次
い
で
俚
謡
の
手
解
き
感
無
量　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

月
と
芒
は
似
合
い
の
仲
で
風
も
涼
や
か
十
三
夜　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

朝
の
運
動
三
月
も
続
け
や
れ
ば
で
き
る
と
自
分
ほ
め　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

円
い
地
球
を
な
ぜ
傷
つ
け
る
心
痛
め
る
お
月
様　
　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

無
人
駅
に
も
明
か
り
が
灯
り
暗
い
夜
道
に
星
月
夜　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

言
葉
探
し
と
わ
ず
か
な
才
で
わ
た
し
ゃ
月
一
俚
謡
づ
く
り　
　
　

高
橋
一
歩

苦
楽
彩
な
す
人
生
行
脚
花
鳥
風
月
み
ち
連
れ
に　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

風
に
く
る
く
る
落
ち
葉
の
舞
に
秋
の
終
り
の
円
舞
曲　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

霞
浦
の
湖
面
を
満
月
赤
く
染
め
て
煌
く
夜
の
湖　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

彼
と
歩
い
た
月
夜
の
湖
畔
今
は
一
人
の
散
歩
道　
　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

ペ
ダ
ル
踏
み
踏
み
風
き
る
男
子
月
の
明
り
で
家
路
に
と　
　
　
　

山
岸
錦
洋

霞
浦
の
湖
べ
の
十
五
夜
月
に
コ
ロ
ナ
消
え
て
と
妻
祈
る　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

観
音
の
咫
尺
に
落
葉
嵩
を
な
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

里
い
も
の
葉
の
大
き
く
て
村
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

年
の
瀬
や
割
烹
着
着
て
妻
若
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

口
開
け
て
鯉
待
つ
池
に
散
る
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

喧
騒
を
逃
れ
裏
道
冬
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

黄
衣
を
脱
い
で
天
つ
く
銀
杏
の
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
佐
恵

あ
ん
こ
う
と
肝
と
豆
腐
で
煮
て
喰
ら
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

薪
高
く
積
み
奥
飛
騨
の
冬
支
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

さ
さ
竹
を
振
る
夫
の
早
や
煤
払
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

凍
星
や
戦
禍
の
子
等
の
笑
顔
何
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

秋
の
陽
や
う
け
て
笑
え
む
磨
崖
仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

躙
り
口
つ
く
ば
い
に
浮
く
散
り
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

川
岸
は
望
遠
レ
ン
ズ
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

黄
落
や
友
と
の
会
話
止
め
処
無
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

身
に
沁
む
や
五
輪
の
闇
の
底
は
る
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子

野
良
に
一
生
狂
い
も
無
く
て
心
澄
み
切
る
秋
の
月　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

風
に
か
す
か
な
野
焼
き
の
匂
い
暮
れ
て
ひ
っ
そ
り
冬
の
月　
　
　

石
戸
葎
華

月
を
眺
め
て
夜
風
に
当
り
恩
師
偲
ん
で
詠
む
俚
謡　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

月
を
見
上
げ
て
思
い
を
馳
せ
る
こ
の
世
未
練
の
か
ぐ
や
姫　
　
　

井
戸
賀
龢
道

眩
し
月
光
湖
面
に
落
ち
て
波
が
糸
引
く
金
の
道　
　
　
　
　
　

   

上
野
八
千
代

恩
師
好
月
筑
風
次
い
で
俚
謡
の
手
解
き
感
無
量　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

月
と
芒
は
似
合
い
の
仲
で
風
も
涼
や
か
十
三
夜　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

朝
の
運
動
三
月
も
続
け
や
れ
ば
で
き
る
と
自
分
ほ
め　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

円
い
地
球
を
な
ぜ
傷
つ
け
る
心
痛
め
る
お
月
様　
　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

無
人
駅
に
も
明
か
り
が
灯
り
暗
い
夜
道
に
星
月
夜　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

言
葉
探
し
と
わ
ず
か
な
才
で
わ
た
し
ゃ
月
一
俚
謡
づ
く
り　
　
　

高
橋
一
歩

苦
楽
彩
な
す
人
生
行
脚
花
鳥
風
月
み
ち
連
れ
に　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

風
に
く
る
く
る
落
ち
葉
の
舞
に
秋
の
終
り
の
円
舞
曲　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

霞
浦
の
湖
面
を
満
月
赤
く
染
め
て
煌
く
夜
の
湖　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

彼
と
歩
い
た
月
夜
の
湖
畔
今
は
一
人
の
散
歩
道　
　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

ペ
ダ
ル
踏
み
踏
み
風
き
る
男
子
月
の
明
り
で
家
路
に
と　
　
　
　

山
岸
錦
洋

霞
浦
の
湖
べ
の
十
五
夜
月
に
コ
ロ
ナ
消
え
て
と
妻
祈
る　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

観
音
の
咫
尺
に
落
葉
嵩
を
な
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

里
い
も
の
葉
の
大
き
く
て
村
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

年
の
瀬
や
割
烹
着
着
て
妻
若
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

口
開
け
て
鯉
待
つ
池
に
散
る
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

喧
騒
を
逃
れ
裏
道
冬
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

黄
衣
を
脱
い
で
天
つ
く
銀
杏
の
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
佐
恵

あ
ん
こ
う
と
肝
と
豆
腐
で
煮
て
喰
ら
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

薪
高
く
積
み
奥
飛
騨
の
冬
支
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

さ
さ
竹
を
振
る
夫
の
早
や
煤
払
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

凍
星
や
戦
禍
の
子
等
の
笑
顔
何
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

秋
の
陽
や
う
け
て
笑
え
む
磨
崖
仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

躙
り
口
つ
く
ば
い
に
浮
く
散
り
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

川
岸
は
望
遠
レ
ン
ズ
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

黄
落
や
友
と
の
会
話
止
め
処
無
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

身
に
沁
む
や
五
輪
の
闇
の
底
は
る
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子

り
よ
う

ち
く
ふ
う

う

た

い
ろ

か

ほ

う
み

う
み

か
さ

ほ
ほ

す
す

に
じ

い

つ

ま
が
い
ぶ
つ

し
せ
き

き
ご
ろ
も

い
て
ぼ
し

こ
う
ら
く

し

い
ち
ょ
う

て
ほ
ど

す
す
き

み
つ
き

共
に
輝
く
み
ほ
の
会

－

美
浦

村
女
性
行
政
推
進
協
議
会

－

で
は
活
動
を
共
に
で
き
る
会

員
を
、
男
女
問
わ
ず
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

企
画
財
政
課

共
に
輝
く
み
ほ
の
会

－

美
浦

村
女
性
行
政
推
進
協
議
会

－

で
は
活
動
を
共
に
で
き
る
会

員
を
、
男
女
問
わ
ず
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

企
画
財
政
課

私
た
ち
と
一
緒
に

　

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
と
一
緒
に

　

活
動
し
ま
せ
ん
か
？
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美
浦
村
内
の
小
学
校
統
合
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
工
事
お

よ
び
開
校
に
向
け
た
進
捗
状
況
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
４
月
の
統
合
小
学
校

開
校
を
目
指
し
、
現
在
は
次
の
よ

う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

①
設
計
関
係

　

令
和
３
年
度
お
よ
び
令
和
４
年

度
の
２
か
年
で
、
統
合
小
学
校
の

「
基
本
設
計
」、「
実
施
設
計
」
の
策

定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
１１
月
現
在
、
基
本
設
計

の
策
定
が
終
了
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
末
ま
で
に
実
施
設
計
の
策

定
終
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
建
築
工
事
関
係

　

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

の
２
か
年
で
、
統
合
小
学
校
校
舎

等
の
建
築
工
事
行
う
予
定
と
し
て

い
ま
す
。
工
期
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
６
月
頃
〜
令
和
７
年
３
月

頃
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

③（
仮
称
）統
合
小
学
校
準
備
委
員
会

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

に
、
次
の
と
お
り
統
合
小
学
校
の

開
校
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協

議
す
る
た
め
、（
仮
称
）美
浦
村
立

統
合
小
学
校
開
校
準
備
委
員
会
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。

・
統
合
小
学
校
の
名
称
、
校
歌
、

校
訓
、
校
章
、
校
旗
に
関
す
る

こ
と
。

・
統
合
小
学
校
の
通
学
路
お
よ
び

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
関
す

る
こ
と
。

・
統
合
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の

運
営
方
針
に
関
す
る
こ
と
。
及

び
必
要
な
事
項
。

放
課
後
の
学
童
保
育
で
す
が
、

現
在
は
児
童
館
等
に
て
預
か
り
運

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
統
合
さ

れ
た
後
は
ど
の
様
な
体
制
で
の
運

用
を
ご
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
で

し
ょ
う
か
（
新
し
い
児
童
館
の
建

設
や
建
設
場
所
等
）。

統
合
小
学
校
が
、
令
和
７
年
４

月
に
開
校
し
た
場
合
、
現
状
の
ま

ま
で
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学

童
保
育
）
の
運
営
が
困
難
に
な
る

と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
現
在
、
子

育
て
支
援
課
で
は
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ（
学
童
保
育
）の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

■
小
学
校
が
統
合
さ
れ
た
後
の
運
用

本
村
は
、
児
童
館
を
設
置
し
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）

を
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
統
合
小

学
校
開
校
に
合
わ
せ
３
つ
の
児
童

ク
ラ
ブ
を
統
合
し
、
１
つ
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）を
実

施
す
る
た
め
の
建
物
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
土
地
お
よ
び
建
物
の
場
所

国
道
１
２
５
号
沿
い
、
美
浦
中

学
校
の
反
対
側
に
あ
る
工
場
跡
地

を
設
置
予
定
地
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
こ
と
は
、
９
月
の
定
例

会
に
お
い
て
議
員
の
皆
さ
ま
に
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
は
令

和
７
年
４
月
の
開
所
を
目
指
し
て

整
備
の
具
体
化
を
進
め
て
い
る
段

階
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

小
学
校
３
校
の
統
合
が
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、
統
合
後
の
旧
小
学

校
跡
地
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
現

時
点
で
決
定
、
ま
た
は
想
定
さ
れ

て
い
る
内
容
で
結
構
で
す
の
で
ご

説
明
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

統
合
小
学
校
の
開
校
後
の
旧
小

学
校
の
校
舎
や
敷
地
の
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
６
月
頃

を
目
途
に
、
村
と
し
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
ま
と
め
る
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
区
長
会
、
村
議
会
議

員
、
教
育
委
員
会
、
商
工
会
、
防

災
機
関
、
金
融
機
関
な
ど
の
代
表

者
を
委
員
と
す
る
、（
仮
称
）美
浦

村
学
校
施
設
跡
地
利
活
用
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
よ
り
村
民
の
意
見
を
反
映
し
な

が
ら
、
令
和
６
年
度
中
に
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
な
ど
を
生
か
し

た
利
活
用
方
針
を
決
定
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
公
共
施
設
と
し
て
の
利

活
用
が
見
込
め
な
い
場
合
は
、
公

募
に
よ
り
民
間
企
業
で
の
利
活
用

を
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。

◎
各
地
区
区
長
の
皆
さ
ま
、
懇
談

　

会
へ
の
ご
協
力

　

あ
り
が
と
う
ご

　

ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
．回　

答

Ａ
．回　

答

Ａ
．回　

答

Ａ
．回　

答

Ｑ
．統
合
小
学
校
に
つ
い
て

Ｑ
．統
合
小
学
校
に
つ
い
て

Ｑ
．小
学
校
跡
地
に
つ
い
て

Ｑ
．小
学
校
跡
地
に
つ
い
て

　
　

と　
　
　

と
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た

と　
　

と
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た

村
長　
区
長
会

村
長　
区
長
会

村
長

区
長
会

■
問
合
せ　

総
務
課
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０
３
４
０（
内
）２
０
４

■
問
合
せ　

総
務
課
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０
３
４
０（
内
）２
０
４

１１
月
５
日
、
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
研
修
室
に
お
い
て
村
長
と
区
長
会
と
の
懇
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
る
意
見
や
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
現
在
進
め
て

い
る
「
統
合
小
学
校
」
に
関
連
す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

１１
月
５
日
、
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
研
修
室
に
お
い
て
村
長
と
区
長
会
と
の
懇
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
る
意
見
や
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
現
在
進
め
て

い
る
「
統
合
小
学
校
」
に
関
連
す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．学
童
保
育（
児
童
館
）に
つ
い
て

Ｑ
．学
童
保
育（
児
童
館
）に
つ
い
て

Ａ
．回　

答

Ａ
．回　

答

◎
統
合
小
学
校
校
舎
の
概
要

▼
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

造
地
下
１
階
、
地
上
造
３
階

　

建
て

▼
延
床
面
積
：
７
０
４
０
・
６０
㎡

◎
統
合
小
学
校
校
舎
の
概
要

▼
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

造
地
下
１
階
、
地
上
造
３
階

建
て

▼
延
床
面
積
：
７
０
４
０
・
６０
㎡

図 書 室 便 り

月の図書室カレンダー２

休

休

休

休休

休

休

お話し会「大空の会」の皆さんによるお
話し会を行います。
読んでほしい本がありましたら、当日で
も構いませんのでリクエストしてくださ
い。自宅の本の持ち込みも可能です。

開室時間およびイベント等については、新型コロナ
ウイルス感染症対策の状況に応じて変更・中止に
なることがございます。
最新の情報につきましては、村公式ホームページを
ご確認いただくか、図書室までお問合せください。

ぬいぐるみと一緒にお話し会に参加したあと、
ぬいぐるみが図書室でお泊りします。

《申込》１月４日（水）午前９時～２２日（日）午後４時３０分
　　　中央公民館図書室カウンター
※応募が定員を越えた場合は抽選を行います。
※申し込みをされた方を対象に、１月３１日（火）にメー
　ルをお送りします。なお、抽選となった場合は抽選
　結果を含みます。

《定員》１０名（村内在住、利用者カードをお持ちの未就
　　　学児～小学生）
※一晩お手元になくても大丈夫なぬいぐるみとご参加
　ください。
※利用者カードをお持ちでない方は、申込時に作成を
　お願いいたします。

《日時》 　２月１８日（土）午前１１時３０分～　中央公民館１階　創作室

　２月１９日（日）午前９時～午後４時３０分　中央公民館１階　図書室

お預かり

お 迎 え

ぬいぐるみのおとまり会ぬいぐるみのおとまり会

図書ボランティアを募集いたします。登録をご希望の
方は、図書室備え付けの「図書ボランティア登録用
紙」にご記入のうえ、職員にご提出ください。

※応募者多数の場合は、抽選とさせていただく場合が
　ございます。
※登録用紙をご提出いただいた方に、登録確認のメー
　ルを2月２８日（火）頃送信いたします。なお、応募者
　多数により抽選となった場合は抽選結果を含みます。

申込期間　令和５年１月４日（水）～２月２４日（金）
活動内容　本棚の整理・清掃・図書室事業の手伝い

令和５年度
図書ボランティア募集
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　浦村　育て情報　浦村　育て情報美　　子

休

休

休

休休 休

休

よち

よち

よみ

よち

よち

休

休

休

布団を、崩れないように気を付けながら積み上げて、ハイハイのように手をついて登り下りします。
◇お布団登り

～おうちにあるもので楽しもう～

お散歩や公園遊びも楽しいけど、たまにはのんびり過ごしたい・・・
でも、家の中で何をして過ごしたらいいのかわからない・・・・

国民年金は、老後や、病気や事故で障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働いている世
代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
国民年金は、２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務づけられています。２０歳になった方には、日本年
金機構から国民年金加入のお知らせが送付されますのでご確認ください。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

将来の大きな支えになります！将来の大きな支えになります！
国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障され
ます。

老後のためだけのものではありません！老後のためだけのものではありません！
国民年金は老後のための老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
障害年金は、病気や事故で障がいが残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が
死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受
け取れます。

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
納めた保険料の全額が所得から控除されます。親が代わりに保険料を納めた場合は、納めた
方が社会保険料控除を受けることができます。

「学生納付特例制度」「学生納付特例制度」
学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学
校、特別支援学校、専修学校および各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外
大学の日本分校に在学する方です。

「納付猶予制度」「納付猶予制度」
学生でない５０歳未満の方で、ご本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

と「
納
付
猶
予
制
度
」

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

と「
納
付
猶
予
制
度
」

■問合せ　国保年金課☎０２９－８８５－０３４０（内）１１７

２０歳　　　　　“国民年金”２０歳　　　　　“国民年金”２０歳　　　　　“国民年金”になったらになったら

国民年金の相談・手続きについて詳しくは、日本年金機構のホームページをご覧いただくか、
役場国保年金課または年金事務所までお問い合わせください。
国民年金の相談・手続きについて詳しくは、日本年金機構のホームページをご覧いただくか、
役場国保年金課または年金事務所までお問い合わせください。

◎土浦年金事務所☎０２９－８２５－１１７０◎土浦年金事務所☎０２９－８２５－１１７０
◎日本年金機構ホームページＵＲＬ https://www.nenkin.go.jp/◎日本年金機構ホームページＵＲＬ https://www.nenkin.go.jp/

◀日本年金機構HP
　ＱＲコード
◀日本年金機構HP
　ＱＲコード

保険料を未納のまま放置すると、年金を受け取ることができない場合が
あります。また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度のほか、
免除制度があります。

保険料を未納のまま放置すると、年金を受け取ることができない場合が
あります。また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度のほか、
免除制度があります。
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国民健康
　　保険
国民健康
　　保険

◇
対
象
と
な
る
診
療　

診
察
、
処

置
･
手
術
等
の
治
療
、
薬
や
治

療
材
料
の
支
給
、
入
院
･
看
護
、

在
宅
療
養
･
看
護
、
訪
問
看
護

※
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
患

者
の
希
望
に
よ
る
保
険
外
診
療
、

歯
科
診
療
で
特
殊
な
素
材
を
使

用
し
た
差
額
診
療
や
自
由
診
療

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
外
の
診
療　

保
険
適
用
外

の
治
療
法
、
正
常
分
娩
、
経
済

的
理
由
に
よ
る
人
工
中
絶
、
健

康
診
断
、
予
防
注
射
、
労
災
保

険
の
対
象
に
な
る
場
合
等

◇
制
限
の
あ
る
も
の　

け
ん
か
、

　

泥
酔
に
よ
る
も
の
、
医
師
や
保

険
者
の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
、

　

犯
罪
や
故
意
に
よ
る
も
の

◇
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

･
未
就
学
児
…
２
割

･
７０
〜
７４
歳
…
２
割
（
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
）

･
右
記
以
外
の
方
…
３
割

　

保
険
給
付
に
は
給
付
を
受
け
る

た
め
に
被
保
険
者
が
村
へ
申
請
す

る
必
要
が
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
療
養
費
の
支
給

　

や
む
を
得
ず
保
険
証
を
使
わ
な

い
で
受
け
た
診
療
や
、
骨
折
等

で
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け

た
場
合
、
医
師
が
認
め
た
は
り

･
灸
･
マ
ッ
サ
ー
ジ
代
、
コ
ル

セ
ッ
ト
等
の
補
装
具
代
、
輸
血

の
生
血
代
、
旅
行
中
の
海
外
で

の
診
療
等
は
、
医
療
費
を
全
額

自
己
負
担
し
た
後
に
、
申
請
に

よ
り
自
己
負
担
割
合
に
応
じ
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
出
産
育
児
一
時
金

　

被
保
険
者
が
分
娩
（
妊
娠
１２
週

以
上
の
死
産
･
流
産
を
含
む
）

し
た
と
き
に
次
の
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

･
分
娩
を
し
た
医
療
機
関
等
が
産

科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て

い
て
、
妊
娠
２２
週
以
上
の
場
合

…
４２
万
円

･
右
記
以
外
…
４０
万
８
千
円

▼
葬
祭
費

　

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

　

喪
主
の
方
に
５
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
交
通
事
故
等
の
と
き

　

事
故
等
で
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で

も
、
届
出
に
よ
り
国
保
で
診
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
示
談
を
す
る
と
、
国

保
が
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
示
談
の
前
に
は
必
ず
国
保

へ
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
高
額
療
養
費
の
支
給

　

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
額

が
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
医

療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
す
る
と
、

医
療
機
関
へ
の
支
払
額
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
高
額
な

医
療
費
を
一
時
的
に
立
て
替
え
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

＊
認
定
証
の
交
付
に
は
、
事
前
に

村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

＊
国
保
税
に
滞
納
が
あ
る
世
帯
の

方
に
は
認
定
証
を
交
付
出
来
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）で
は
、

対
象
と
な
る
事
由
に
対
し
て
様
々

な
給
付
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

「
保
険
給
付
」と
い
い
ま
す
。

■問合せ
国保年金課国保係
☎０２９－８８５－０３４０
（内）１１６・１１７

■問合せ
国保年金課国保係
☎０２９－８８５－０３４０
（内）１１６・１１７

限
度
額
適
用
認
定
証
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

限
度
額
適
用
認
定
証
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
の
保
険
給
付

医
療
・
療
養
に
対
す
る
給
付

医
療
・
療
養
に
対
す
る
給
付

村
へ
の
申
請
が
必
要
な
給
付

村
へ
の
申
請
が
必
要
な
給
付

　村では、村内の小学校を統合する「（仮称）美浦村統合小学校」について、令和７年４月の開校
を目指して事業を進めています。
　先般、（仮称）美浦村統合小学校の基本設計が完成しましたので、その内容をお知らせします。

◀詳しくは美浦村ホームページ内
『美浦村統合小学校基本設計書（概要版）』

　　をご覧ください。

〇建設予定地：美浦中学校の敷地内
〇延床面積：７，０４０．６０㎡
〇階　数：地上３階、地下１階建て
〇構　造：鉄筋コンクリート造

◇問合せ　美浦村教育委員会☎０２９－８８５－０３４０◇問合せ 美浦村教育委員会☎０２９－８８５－０３４０

外観イメージ外観イメージ

（仮称）美浦村統合小学校の基本設計が完成しました（仮称）美浦村統合小学校の基本設計が完成しました

「自分だけは大丈夫」と
思っていませんか？

消費者トラブルは
　　　　悩まず早めに相談を！
消費者トラブルは
　　　　悩まず早めに相談を！
消費者トラブルは
　　　　悩まず早めに相談を！

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は
◇村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が
　不在の場合がありますので、電話でご確認ください）
◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。
◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や や

ピザを作りましょう 味噌を作りましょう

！

インターネット、ＳＮＳ、スマートフォンやタブレットの利用は低年齢層にも広がっています。そのた
め、若者がキャッチセールス、マルチ商法やワンクリック請求などのトラブルに巻き込まれる事も少な
くありません。被害防止のために美浦村では、成人式や4カ月乳幼児健診時の保護者に、啓発資料を配
布しています。トラブルに巻き込まれたら、すぐに全国共通・局番なしの１８８（イヤヤ）消費者ホットラ
インヘお電話を。お近くの消費生活センターにつながります。

若者向け悪質商法被害防止キャンペーン

イ ヤ ヤ
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健やかづくり
For your healthy life

■問合せ　健康増進課
☎０２９－８８５－１８８９

現行の制度でワクチン接種を実施できるのは、令和５年３月３１日までです。それ以降に
ついては、仮に実施が継続されたとしても対象者等の条件が変更になる可能性がありま
す。ワクチンの接種を希望する方は、令和５年３月３１日までに接種を受けましょう。や
むを得ない用事や体調不良等でキャンセルせざるを得ない可能性を考えて、なるべく早
い日付で予約することをおすすめします。予約方法等は接種券に同封した通知、もしく
は美浦村ホームページをご確認ください。
＊接種は本人の意思に基づき行われるもので、強制ではありません。

《年末年始の予約システム停止について》
令和４年１２月２８日（水）午後５時～令和５年１月４日（水）午前９時まで予約受付を停止します。ご了承ください。

２４時間　救急電話相談☎
子ども　♯８０００
おとな　♯７１１９

２月６日（月）▽対象者の方には、１か月前に通知を　郵送いたします。
▽新型コロナウイルス感染防止のため、
　日程が変更になる場合があります。２月１３日（月）

１２歳以上美浦中央病院

みほクリニック

はたかわ医院

取扱なし

取扱なし

６か月～４歳
受付終了

１２歳以上１２歳以上１２歳以上１２歳以上

５～１１歳５～１１歳

取扱なし

１５歳以上

“介護保険”と
　所得税の確定申告・村県民税の申告
“介護保険”と
　所得税の確定申告・村県民税の申告

■問合せ　福祉介護課介護保険係☎０２９－８８５－０３４０（内）１１３・１３２・１３５

介護保険介護保険

※１…介護サービス費用の１割（一定以上の所得がある方は２割または３割）
※認知症対応型共同生活介護（グループホーム）は医療費控除の対象とはなりません。
※高額介護サービス費により補填された分は、医療費控除の対象とはなりません。
※すべての介護保険サービスについて、特別な居住費、特別な食費は医療費控除の対象とはなりません。

対象となるサービス対象となるサービス 医療費控除の対象になる額医療費控除の対象になる額

・自己負担額（※１）
※通所リハビリテーションの食費も控除対象

・自己負担額（※１）
・滞在費（居住費）および食費の全額

★のいずれかと併せて利用した場合のみ
・自己負担額（※１）
・滞在費（居住費）および食費は対象外

・自己負担額（※１）
・滞在費（居住費）および食費の全額

・自己負担額（※１）と、滞在費（居住費）
　および食費の合計の２分の１

居
宅
サ
ー
ビ
ス

居
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

★訪問看護★訪問リハビリテーション★居宅療養管理指導
★通所リハビリテーション（デイケア）

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
地域密着型介護老人福祉施設

介護老人保健施設（老人保健施設）、
介護療養型医療施設（療養病床等）、介護医療院

訪問介護（生活援助中心型を除く）、訪問入浴介護、通所介護
（デイサービス）、地域密着型通所介護、認知症対応型通所介
護、短期入所生活介護（ショートステイ）、地域支援事業の訪
問型サービス（生活援助中心のサービスを除く）、地域支援事
業の通所型サービス（生活援助中心のサービスを除く）

★短期入所療養介護（ショートステイ） 

～介護保険料や介護サービスを利用した際にかかる費用等の一部は、所得控除の対象です～

介護サービスや介護予防サービスを利用したときの自己負担額は、その一部または全額が医療費控除の対象
となる場合があります。なお、医療費控除を受ける際には、事業者発行の領収書が必要になります。

身体障害者手帳・療育手帳をお持ちでない場合でも、要介護認定により、障害者（重度）に準ずる高齢者の方
は障害者控除を受けることができます。この場合、要介護認定を受けた際の調査記録により障害者控除を受
けるための認定書を発行しますので、詳しくは役場福祉介護課へお問い合わせください。

医師が発行した「おむつ使用証明書」と領収書を提出することにより、医療費控除の対象となります。
◇次のすべての要件に該当する方については、村が発行する「確認書（無料）」を「おむつ使用
　証明書」に代えることができます。
・おむつ代について医療費控除を受けるのが２年目以降。
・要介護認定を受けている。
・要介護認定で使用された主治医意見書の作成日が、おむつを使用した当該年（認定期間

が１３カ月以上の人は前年または前々年）であること。
・要介護認定で使用された主治医意見書の「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）が『Ｂ１、Ｂ２、Ｃ１

またはＣ２』」と記載されていて、なおかつ「尿失禁の発生可能性が『あり』」であること。

次の書類を提出することによって、社会保険料控除の対象となります。▲

普通徴収の方 窓口支払いの方は領収書。口座振替の方は役場収納課で無料で発行する納付額証明書。▲

特別徴収（年金天引き）の方 年金の源泉徴収票。（令和５年１月下旬に年金支給先から郵送）

介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！

要介護認定による障害者認定で、「障害者控除」を！要介護認定による障害者認定で、「障害者控除」を！

おむつ代金は、「医療費控除」に！おむつ代金は、「医療費控除」に！

介護保険サービス利用料も、「医療費控除」に！介護保険サービス利用料も、「医療費控除」に！
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「結婚祝金」制度もあります「 結 婚 祝 金」制度もあります

申込フォーム申込フォーム

いばらき出会いサポートセンター入会助成金 結 婚 仲 介 奨 励 金結 婚 仲 介 奨 励 金

美浦村産業後継者結婚促進協議会による「結婚」に関する助成金美浦村産業後継者結婚促進協議会による「結婚」に関する助成金
美浦村産業後継者結婚促進協議会では、村内の産業後継者の結婚促進対策として『いばらき出会いサポ
ートセンター（であいば）入会助成金』や『結婚仲介奨励金』をご用意しております。皆さん、ぜひご
活用ください。＊一定の要件があります。詳しくは役場総務課にお尋ねください。

◇申請できる方　一般社団法人いばらき出会い
　サポートセンターに入会した方で、申請時点
　で退会していない方
◇申請期限　入会後１年以内
◇助成金の額　１万１，０００円（１人１回のみ）
◇申請方法　交付申請書（役場総務課に配置）に
　より、入会をした本人が申請

◇申請できる方　仲介等により産業後継者の結
　婚の馴れ初めをつくった村内在住の方
※営利目的で行う仲介は対象外。
◇申請期限　当事者が婚姻届を提出後１年以内
◇奨励金の額　一組の仲介につき３万円
◇申請方法　交付申請書（役場総務課に配置）に
　より、仲介人本人が申請

　問合せ　美浦村産業後継者結婚促進協議会事務局（役場総務課）☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５問合せ　美浦村産業後継者結婚促進協議会事務局（役場総務課）☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

　内　　容　プロフィール交換、フリータイム等（クイズイベントもあります）
　参 加 費　男性：４，０００円　女性：１，０００円
　参加資格　男性：美浦村在住または在勤で２０歳以上の独身の方
　　　　　　女性：２０歳以上の独身の方
　募集人数　男性：２０名　女性：２０名
　申込締切　２月１０日（金）　＊応募者多数の場合は抽選となります。
　申込方法　MIHOカップリングパーティー専用申込フォームから申込みください。
　　　　　　＊右記ＱＲコードからアクセスできます。
　　　　　　《お預かりした情報は、当事業以外には使用いたしません。》
　問合せ先　美浦村商工会青年部カップリングパーティー事務局☎０２９－８８５－２２５０　

　内　　容 プロフィール交換、フリータイム等（クイズイベントもあります）
参 加 費 男性：４，０００円　女性：１，０００円
参加資格 男性：美浦村在住または在勤で２０歳以上の独身の方

　　　　　　女性：２０歳以上の独身の方
募集人数 男性：２０名　女性：２０名
申込締切　２月１０日（金） ＊応募者多数の場合は抽選となります。
申込方法 MIHOカップリングパーティー専用申込フォームから申込みください。

　　　　　　＊右記ＱＲコードからアクセスできます。
　　　　　 《お預かりした情報は、当事業以外には使用いたしません。》

問合せ先 美浦村商工会青年部カップリングパーティー事務局☎０２９－８８５－２２５０

【日　時】　令和５年２月１８日（土）　午後３時から
【会　場】　Ｌ’ＡＵＢＥ　Ｋａｓｕｍｉｇａｕｒａ（土浦市川口２－１１－３１）
【主　催】　美浦村商工会青年部・美浦村

【日　時】令和５年２月１８日（土）午後３時から
【会　場】 Ｌ’ＡＵＢＥ Ｋａｓｕｍｉｇａｕｒａ（土浦市川口２－１１－３１）
【主　催】 美浦村商工会青年部・美浦村

結婚成立時点において申請者が１年以上美浦村に在住しており、結婚後も美浦村に在住
する場合は、祝金の申請（結婚成立後１年以内）時に祝金１０万円交付。以降、婚姻および
村内在住が継続している限り、結婚記念日（４回目まで）ごとの申請時に１０万円。
※祝金の交付回数は最高５回。合計交付額は最高で５０万円です。

結婚成立時点において申請者が１年以上美浦村に在住しており、結婚後も美浦村に在住
する場合は、祝金の申請（結婚成立後１年以内）時に祝金１０万円交付。以降、婚姻および
村内在住が継続している限り、結婚記念日（４回目まで）ごとの申請時に１０万円。
※祝金の交付回数は最高５回。合計交付額は最高で５０万円です。

コロナ対策万全に開催します！コロナ対策万全に開催します！

ＭＩＨＯカップリングパーティーＭＩＨＯカップリングパーティーＭＩＨＯカップリングパーティー

◆このカップリングパーティーを機にカップルとなり、先々めでたく
　ご成婚となった場合、以下の規定に該当するご夫婦には祝金が交付されます。
◆このカップリングパーティーを機にカップルとなり、先々めでたく
　ご成婚となった場合、以下の規定に該当するご夫婦には祝金が交付されます。

◎ご不明な点はお気軽にお問い合わせください！◎ご不明な点はお気軽にお問い合わせください！

令和４年分確定申告に関する
竜ケ崎税務署からのお知らせ
令和４年分確定申告に関する
竜ケ崎税務署からのお知らせ

■問合せ　竜ケ崎税務署　☎０２９７－６６－１３０３

ご自宅等からスマートフォン・パソコンで確定申告をご自宅等からスマートフォン・パソコンで確定申告を

所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を開設します所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を開設します
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対　　象

すべての申告者

給与所得者・年金受給者

社会保険料控除を受ける方

生命保険料・
地震保険料控除を受ける方

寄附金控除を受ける方

医療費控除を受ける方

セルフメディケーション
税制控除を受ける方
※医療費控除との重複適用
　はできません。

事業所得者・農業所得者
・不動産所得者

必 要 書 類

・マイナンバーカード
※マイナンバーカードをお持ちでない方は下記①②の両方

・申告者本人名義の預貯金口座番号のわかるもの（金融機関・種別・口座番号）
・確定申告のお知らせはがき（通知書）
※税務署より送付された方はお持ちください。

①現住所記載の通知カード、マイナンバー記載の住民票　※どちらか１つ
②運転免許証、パスポート、健康保険証、障害者手帳、在留カード　※いずれか１つ

申告の際に必要なもの

□給与所得者で次に該当する方
・勤務先の事業所で年末調整をしていない方
・給与以外に所得があった方、または２カ所以上から給与を受けた方
※主たる給与以外の給与、または給与以外の所得（不動産・農業・営業等）が２０万円以下の場合には、確定申
告は不要ですが、村・県民税の申告は必要です。

□医療費控除等を受けようとする方
□事業所得（農業・営業等）や不動産所得、配当所得、雑所得等がある方

□収入がなくても次の事項に該当する方は村・県民税の申告が必要です（収入または所得０の申告）
・所得や扶養等の状況に制限のある公的サービス等を受けるため、証明書等を必要とする方
※申告書を提出されない場合は、非課税証明書等の発行ができません。
・国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入されている方
※国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の課税や軽減、高額療養費の適用等に必要です。
・医療福祉制度（マル福）や児童扶養手当等を受給される方

□公的年金等を受給されている方で次に該当する方
・公的年金収入が４００万円を超える方
・公的年金等に係る所得以外の所得がある方
※公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、それ以外の所得が２０万円（給与収入の場合は７５万円、
　農業・営業等所得の場合は、収入から経費を差し引いた金額が２０万円）以下の場合、確定申告は不要です
が、村・県民税の申告は必要です。

《会　　場》地域交流館みほふれ愛プラザ２階研修室（美浦村宮地１２１１－２）
《受付方法》２階研修室前の受付名簿の希望の時間帯に名前を記入してください。
※電話等での事前予約は行いません。
・相談にかかる時間には個人差があります。申告会場を離れる場合は相談時間を目安にお戻りください。
・受付人数が定員に達した場合は、受付時間終了前に受付を終了します。
・受付の際に検温を実施します。咳・発熱等の症状のある方は入場をご遠慮いただく場合があります。
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、マスク着用をお願いします。

《会　　場》地域交流館みほふれ愛プラザ２階研修室（美浦村宮地１２１１－２）
《受付方法》２階研修室前の受付名簿の希望の時間帯に名前を記入してください。
※電話等での事前予約は行いません。
・相談にかかる時間には個人差があります。申告会場を離れる場合は相談時間を目安にお戻りください。
・受付人数が定員に達した場合は、受付時間終了前に受付を終了します。
・受付の際に検温を実施します。咳・発熱等の症状のある方は入場をご遠慮いただく場合があります。
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、マスク着用をお願いします。

※土・日・祝日を除く。ただし、
　２月２６日（日）午前の部は開設します。
※土・日・祝日を除く。ただし、
　２月２６日（日）午前の部は開設します。

～所得税の確定申告と村・県民税の申告相談～～所得税の確定申告と村・県民税の申告相談～～所得税の確定申告と村・県民税の申告相談～

で実施しますで実施します今年度も今年度も
今年度も、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、広いスペースが確保できる地域交流館みほふれ愛プラザ
で実施します。役場では行いませんので、ご注意をお願いいたします。

２月１６日（木）～３月１５日（水）２月１６日（木）～３月１５日（水）

当日午前８時３０分～１１時００分

①午前８時４５分～１０時００分 ／１６人
②午前１０時００分～１１時００分 ／１２人
③午前１１時００分～　正午 　／１２人

午 前 の 部午 前 の 部
受付時間受付時間

相談時間
／定員
相談時間
／定員

当日午前８時３０分～午後3時００分

④午後１時３０分～２時３０分 ／１２人
⑤午後２時３０分～３時３０分 ／１２人
⑥午後３時３０分～４時００分 ／ ６人

午 後 の 部午 後 の 部
受付時間受付時間

相談時間
／定員
相談時間
／定員

・例①　７５万円（給与収入）－必要経費（給与所得控除）　５５万円※＝　２０万円（給与所得）
・例②４００万円（給与収入）－必要経費（給与所得控除）１２４万円※＝２７６万円（給与所得）
※給与収入の方の必要経費である「給与所得控除」は収入額によって異なります。詳しくは国税庁ホーム
　ページ（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shotoku/1410.htm）をご覧ください。

・例①　７５万円（給与収入）－必要経費（給与所得控除）　５５万円※＝　２０万円（給与所得）
・例②４００万円（給与収入）－必要経費（給与所得控除）１２４万円※＝２７６万円（給与所得）
※給与収入の方の必要経費である「給与所得控除」は収入額によって異なります。詳しくは国税庁ホーム
　ページ（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shotoku/1410.htm）をご覧ください。

◎『所得』とは？◎『所得』とは？ ⇒収入金額から「必要経費」を差し引いた金額⇒収入金額から「必要経費」を差し引いた金額

国税庁ＨＰ

申告をする必要のある方申告をする必要のある方
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必要書類を持参されない場合や収支内訳書、医療費控除の明細書の作成が済んでいない場合は、申告相談が
できませんのでご注意ください。

■問合せ　役場税務課☎０２９－８８５－０３４０（内線１０９・１２１）、竜ケ崎税務署☎０２９７－６６－１３０３

対　　象対　　象

すべての申告者すべての申告者

給与所得者・年金受給者給与所得者・年金受給者 源泉徴収票、支払調書等、収入の額がわかるもの

社会保険料控除を受ける方社会保険料控除を受ける方 健康保険料、国民健康保険税、国民年金保険料、後期高齢者医療保険料、
任意継続保険料等の領収書または納付済額証明書

生命保険料・
地震保険料控除を受ける方
生命保険料・
地震保険料控除を受ける方 一般生命保険料、介護医療保険料、個人年金保険料、地震保険料等の控除証明書

寄附金控除を受ける方寄附金控除を受ける方
ふるさと納税ワンストップ特例制度を申請された方が申告した場合、特例の
適用はできなくなります。寄付金控除を受けるためには、確定申告をすると
きに全ての受領証明書等、または事業者が発行する年間寄付額が記載された
寄付金控除に関する証明書が必要です。

医療費控除を受ける方医療費控除を受ける方

・医療費控除の明細書（ご自身で作成するもの）または医療費通知書（健康
　保険組合から送付されるもの）
※医療費控除の明細書は、医療を受けた人、医療機関・薬局・販売店等ごとに合
　計します。作成に時間がかかるため、必ず作成を済ませてお持ちください。
・入院費用等、高額療養費や生命保険等で補てんされた場合、その明細書・証明書
※補てんされた金額は支払金額から差し引きます。
※明細書を作成するときに使用した各領収書は、申告時に添付・提示は不要
　ですが、５年間保管してください。税務署などから提示・提出を求められ
　る場合があります。

セルフメディケーション
税制控除を受ける方
※医療費控除との重複適用
　はできません。

セルフメディケーション
税制控除を受ける方
※医療費控除との重複適用
　はできません。

・セルフメディケーション税制の明細書　※必ず事前に作成してお持ちください。
・一定の取組（人間ドック、予防接種、がん検診、定期健康診断等）を行った
　ことを明らかにする書類（領収書や結果通知表）は、申告時に添付・提示は
　不要ですが、５年間保管してください。

事業所得者・農業所得者
・不動産所得者
事業所得者・農業所得者
・不動産所得者

収支内訳書
※必ず事前に作成してお持ちください。

必 要 書 類必 要 書 類

・マイナンバーカード
※マイナンバーカードをお持ちでない方は下記①②の両方

・申告者本人名義の預貯金口座番号のわかるもの（金融機関・種別・口座番号）
・確定申告のお知らせはがき（通知書）
※税務署より送付された方はお持ちください。

・マイナンバーカード
※マイナンバーカードをお持ちでない方は下記①②の両方

・申告者本人名義の預貯金口座番号のわかるもの（金融機関・種別・口座番号）
・確定申告のお知らせはがき（通知書）
※税務署より送付された方はお持ちください。

①現住所記載の通知カード、マイナンバー記載の住民票　※どちらか１つ①現住所記載の通知カード、マイナンバー記載の住民票　※どちらか１つ
②運転免許証、パスポート、健康保険証、障害者手帳、在留カード　※いずれか１つ②運転免許証、パスポート、健康保険証、障害者手帳、在留カード　※いずれか１つ

申告の際に必要なもの申告の際に必要なもの

《会　　場》地域交流館みほふれ愛プラザ２階研修室（美浦村宮地１２１１－２）
《受付方法》２階研修室前の受付名簿の希望の時間帯に名前を記入してください。
※電話等での事前予約は行いません。
・相談にかかる時間には個人差があります。申告会場を離れる場合は相談時間を目安にお戻りください。
・受付人数が定員に達した場合は、受付時間終了前に受付を終了します。
・受付の際に検温を実施します。咳・発熱等の症状のある方は入場をご遠慮いただく場合があります。
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、マスク着用をお願いします。

※土・日・祝日を除く。ただし、
　２月２６日（日）午前の部は開設します。

～所得税の確定申告と村・県民税の申告相談～～所得税の確定申告と村・県民税の申告相談～

で実施します今年度も

２月１６日（木）～３月１５日（水）
午 前 の 部

受付時間

相談時間
／定員

午 後 の 部
受付時間

相談時間
／定員

・例①　７５万円（給与収入）－必要経費（給与所得控除）　５５万円※＝　２０万円（給与所得）
・例②４００万円（給与収入）－必要経費（給与所得控除）１２４万円※＝２７６万円（給与所得）
※給与収入の方の必要経費である「給与所得控除」は収入額によって異なります。詳しくは国税庁ホーム
　ページ（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shotoku/1410.htm）をご覧ください。

◎『所得』とは？ ⇒収入金額から「必要経費」を差し引いた金額

申告をする必要のある方

申告会場では、税務署の職員ではなく美浦村役場の職員が相談や申告書の仮収受を行っています。そのた
め、下記の申告については竜ケ崎税務署での申告をお願いします。
・青色申告、過去分の確定申告、準確定申告（亡くなった方の申告）
・土地・建物・株式等の分離課税の申告、ゴルフ会員権や貴金属などの総合譲渡の申告
・損益通算および繰越損失額の控除　・雑損控除（災害・盗難による損害等）
・住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）が１年目の方、または２年目以降で連帯債務の方
・国外居住親族等の扶養控除　・消費税、相続税、贈与税の申告
・上記以外で申告内容に税務署の判断が必要であると役場職員が判断したもの

みほふれ愛プラザで相談できない申告
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「結婚祝金」制度もあります

申込フォーム

結 婚 仲 介 奨 励 金

美浦村産業後継者結婚促進協議会による「結婚」に関する助成金

　問合せ　美浦村産業後継者結婚促進協議会事務局（役場総務課）☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

　内　　容　プロフィール交換、フリータイム等（クイズイベントもあります）
　参 加 費　男性：４，０００円　女性：１，０００円
　参加資格　男性：美浦村在住または在勤で２０歳以上の独身の方
　　　　　　女性：２０歳以上の独身の方
　募集人数　男性：２０名　女性：２０名
　申込締切　２月１０日（金）　＊応募者多数の場合は抽選となります。
　申込方法　MIHOカップリングパーティー専用申込フォームから申込みください。
　　　　　　＊右記ＱＲコードからアクセスできます。
　　　　　　《お預かりした情報は、当事業以外には使用いたしません。》
　問合せ先　美浦村商工会青年部カップリングパーティー事務局☎０２９－８８５－２２５０　

【日　時】　令和５年２月１８日（土）　午後３時から
【会　場】　Ｌ’ＡＵＢＥ　Ｋａｓｕｍｉｇａｕｒａ（土浦市川口２－１１－３１）
【主　催】　美浦村商工会青年部・美浦村

結婚成立時点において申請者が１年以上美浦村に在住しており、結婚後も美浦村に在住
する場合は、祝金の申請（結婚成立後１年以内）時に祝金１０万円交付。以降、婚姻および
村内在住が継続している限り、結婚記念日（４回目まで）ごとの申請時に１０万円。
※祝金の交付回数は最高５回。合計交付額は最高で５０万円です。

コロナ対策万全に開催します！

ＭＩＨＯカップリングパーティーＭＩＨＯカップリングパーティー

◆このカップリングパーティーを機にカップルとなり、先々めでたく
　ご成婚となった場合、以下の規定に該当するご夫婦には祝金が交付されます。

◎ご不明な点はお気軽にお問い合わせください！

令和４年分確定申告に関する
竜ケ崎税務署からのお知らせ
令和４年分確定申告に関する令和４年分確定申告に関する
竜ケ崎税務署からのお知らせ竜ケ崎税務署からのお知らせ
令和４年分確定申告に関する
竜ケ崎税務署からのお知らせ

■問合せ　竜ケ崎税務署　☎０２９７－６６－１３０３■問合せ 竜ケ崎税務署 ☎０２９７－６６－１３０３

◎確定申告などに関するお問合せ
・国税庁ホームページ「確定申告特集」をご覧ください。
◎ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーの操作などに関するお問合せ
・ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク☎０５７０－０１－５９０１
【受付】月～金曜日（土・日・祝日、１２月２９日～１月３日を除く）

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、確定申告会場に出向かなくても、マ
イナンバーカードをお持ちの方は、マイナンバーカード対応のスマホ、またはＩＣカードリーダライ
タを利用して、ｅ－Ｔａｘで申告書を提出できます。
また、印刷して郵送等で税務署に提出することもできます。マイナンバーカードをお持ちでない方は、
お早めの取得をお願いします。
感染防止の観点からも、ぜひご自宅からｅ－Ｔａｘをご利用ください。　

◇会　場　竜ケ崎税務署　別館１階会議室

◇期　間　令和５年２月１日（水）～３月１５日（水）
　　　　　※土・日・祝日を除きます。ただし、２月１９日（日）と２月２６日（日）は開場します。
◇時　間 相談受付：午前８時３０分～午後４時
　　　　　相談開始：午前９時～

※スマホをお持ちの方は、確定申告会場において、基本的にスマホを利用して申告書を作成していた
だきます。

※確定申告会場に来場される際は、マスクを着用していただき、手指消毒をお願いいたします。
※入場の際に検温を実施しています。咳・発熱等の症状のある方は入場をお断りさせていただきます。
※会場には、申告される方おひとりでお越しください。介助を要する等の理由により、複数名でお越
しになる場合においても、必要最小限の人数でお越しください。

※午後４時前であっても、相談受付を終了する場合があります。

自
宅
か
ら
確
定
申
告
！

■ 確定申告会場の入場には、当日配付、または国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントから
事前に取得した入場整理券が必要です。 国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント⇒

ご自宅等からスマートフォン・パソコンで確定申告をご自宅等からスマートフォン・パソコンで確定申告をご自宅等からスマートフォン・パソコンで確定申告を

所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を開設します所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を開設します所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を開設します

　

確
定
申
告
！

確
定
申
告
！！！
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健やかづくり健やかづくり
For your healthy lifeFor your healthy life

■問合せ　健康増進課
☎０２９－８８５－１８８９
■問合せ　健康増進課
☎０２９－８８５－１８８９

新型コロナワクチン接種の
　　予約は早めに取りましょう
新型コロナワクチン接種の
　　予約は早めに取りましょう

休 日 当 番 医 診療時間：午前９時～午後４時　※都合により当番医を変更することがあります。
お問合せ先：なるしま内科医院☎０２９－８６９－４８２０

おおつき眼科
角崎クリニック

１5日
（日）

阿見
稲敷

☎０２９‐８４３‐７２７２
☎０２９７‐８７‐６０３０

なるしま内科医院
江 戸 崎 眼 科

阿見
稲敷

☎０２９‐８６９‐４８２０
☎０２９‐８９２‐０２６２

あべ整形外科
いなしきクリニック

５日
（日）

２２日
（日）

阿見
稲敷

☎０２９‐８７５‐５３０３
☎０２９‐８９２‐３３７２

つじ耳鼻咽喉科クリニック
鈴木クリニック

１１日
（土）

阿見
稲敷

☎０２９‐８０１‐３３８７
☎０２９‐８９２‐３６４０

市川ファミリークリニック
古 橋 医 院

１２日
（日）

阿見
稲敷

☎０２９‐８４３‐３３０１
☎０２９９‐７８‐３７７０

まつばらウィメンズクリニック
宮 本 病 院

阿見
稲敷

☎０２９‐８３０‐５１５１
☎０２９９‐７９‐２１１４

２９日
（日）

現行の制度でワクチン接種を実施できるのは、令和５年３月３１日までです。それ以降に
ついては、仮に実施が継続されたとしても対象者等の条件が変更になる可能性がありま
す。ワクチンの接種を希望する方は、令和５年３月３１日までに接種を受けましょう。や
むを得ない用事や体調不良等でキャンセルせざるを得ない可能性を考えて、なるべく早
い日付で予約することをおすすめします。予約方法等は接種券に同封した通知、もしく
は美浦村ホームページをご確認ください。
＊接種は本人の意思に基づき行われるもので、強制ではありません。

現行の制度でワクチン接種を実施できるのは、令和５年３月３１日までです。それ以降に
ついては、仮に実施が継続されたとしても対象者等の条件が変更になる可能性がありま
す。ワクチンの接種を希望する方は、令和５年３月３１日までに接種を受けましょう。や
むを得ない用事や体調不良等でキャンセルせざるを得ない可能性を考えて、なるべく早
い日付で予約することをおすすめします。予約方法等は接種券に同封した通知、もしく
は美浦村ホームページをご確認ください。
＊接種は本人の意思に基づき行われるもので、強制ではありません。

《年末年始の予約システム停止について》
令和４年１２月２８日（水）午後５時～令和５年１月４日（水）午前９時まで予約受付を停止します。ご了承ください。

《年末年始の予約システム停止について》
令和４年１２月２８日（水）午後５時～令和５年１月４日（水）午前９時まで予約受付を停止します。ご了承ください。

１

月

２

月

２４時間　救急電話相談☎２４時間　救急電話相談☎
子ども　♯８０００
おとな　♯７１１９
子ども ♯８０００
おとな ♯７１１９迷ったら！

２月６日（月）２月６日（月）▽対象者の方には、１か月前に通知を　郵送いたします。
▽新型コロナウイルス感染防止のため、
　日程が変更になる場合があります。

▽対象者の方には、１か月前に通知を
　郵送いたします。
▽新型コロナウイルス感染防止のため、
　日程が変更になる場合があります。２月１３日（月）２月１３日（月）

２月の
乳幼児健診

１歳６か月児

２歳児歯科

１２歳以上１２歳以上

《美浦村内の接種実施医療機関と取扱いワクチン》

美浦中央病院美浦中央病院

初回接種 追加接種

ファイザー
（オミクロン株対応２価）

ファイザー（従来株）

モデルナ
（オミクロン株対応２価）みほクリニックみほクリニック

はたかわ医院はたかわ医院 ファイザー（小児用）

ファイザー（乳幼児）

取扱なし取扱なし

取扱なし取扱なし

６か月～４歳
受付終了

６か月～４歳
受付終了

１２歳以上１２歳以上１２歳以上１２歳以上１２歳以上１２歳以上１２歳以上１２歳以上

５～１１歳５～１１歳５～１１歳５～１１歳

取扱なし取扱なし

１５歳以上１５歳以上

▼美浦村ＨＰ

介護保険

対象となるサービス 医療費控除の対象になる額

居
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！

要介護認定による障害者認定で、「障害者控除」を！

おむつ代金は、「医療費控除」に！

介護保険サービス利用料も、「医療費控除」に！
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国民健康
　　保険

■問合せ
国保年金課国保係
☎０２９－８８５－０３４０
（内）１１６・１１７

限
度
額
適
用
認
定
証
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

医
療
・
療
養
に
対
す
る
給
付

村
へ
の
申
請
が
必
要
な
給
付

◇問合せ　美浦村教育委員会☎０２９－８８５－０３４０

外観イメージ

（仮称）美浦村統合小学校の基本設計が完成しました

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ

「自分だけは大丈夫」「自分だけは大丈夫」とと「自分だけは大丈夫」と「自分だけは大丈夫」と

思っていませんか？思っていませんか？思っていませんか？思っていませんか？
消費者トラブルは
　　　　悩まず早めに相談を！
消費者トラブルは
　　　　悩まず早めに相談を！
消費者トラブルは
　　　　悩まず早めに相談を！
消費者トラブルは
　　　　悩まず早めに相談を！

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は
◇村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が
　不在の場合がありますので、電話でご確認ください）
◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。
◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が
　不在の場合がありますので、電話でご確認ください）
◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。
◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や やい や や

◇会　　場 美浦村中央公民館調理室
◇募集人数 各１０名
◇持 ち 物　エプロン、三角巾、マスク、味噌作りに参加される方は味噌を入れる容器とゴム手袋
◇申込方法　村消費生活センターまでお申込みください（☎０２９－８８５－７１４１）
※広報紙がお手元に届く日が均一でないので、先着順ではなく食の安心安全サポーター研修等に初めて
　参加される方を優先させていただきます。

ピザを作り、お持ち帰りいただきます。

▼日　時 １月２８日（土）午前１０時～正午

▼参加費 ５００円

２㎏弱の味噌を作り、お持ち帰りいただきます。

▼日　時 １月２９日（日）午前１０時～正午

▼参加費 １，０００円

ピザを作りましょうピザを作りましょう 味噌を作りましょう味噌を作りましょう

《共通事項》

！！！

インターネット、ＳＮＳ、スマートフォンやタブレットの利用は低年齢層にも広がっています。そのた
め、若者がキャッチセールス、マルチ商法やワンクリック請求などのトラブルに巻き込まれる事も少な
くありません。被害防止のために美浦村では、成人式や4カ月乳幼児健診時の保護者に、啓発資料を配
布しています。トラブルに巻き込まれたら、すぐに全国共通・局番なしの１８８（イヤヤ）消費者ホットラ
インヘお電話を。お近くの消費生活センターにつながります。

インターネット、ＳＮＳ、スマートフォンやタブレットの利用は低年齢層にも広がっています。そのた
め、若者がキャッチセールス、マルチ商法やワンクリック請求などのトラブルに巻き込まれる事も少な
くありません。被害防止のために美浦村では、成人式や4カ月乳幼児健診時の保護者に、啓発資料を配
布しています。トラブルに巻き込まれたら、すぐに全国共通・局番なしの１８８（イヤヤ）消費者ホットラ
インヘお電話を。お近くの消費生活センターにつながります。

若者向け悪質商法被害防止キャンペーン若者向け悪質商法被害防止キャンペーン 若者も被害は１
イ ヤ ヤイ ヤ ヤ

１月から３月までの間「若者向け悪質商法被害防止キャンペーン」を実施します

食の安心安全サポーター研修食の安心安全サポーター研修
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☆子育て支援センターでは、人数と時間（最大２時間まで）の制限をしています。
利用したい方は事前に電話予約をしてください。

問合せ
子育て支援センター（みほふれ愛プラザ内）☎０２９－８８５－６５１１＊午前９時３０分～午後６時（水曜・日曜・祝日休業）

浦村 育て情報美　　子　浦村　育て情報　浦村　育て情報浦村 育て情報美　　子美　　子

エン：エンジョイ子育て
◇対象　２歳児（Ｈ３１．４．２～Ｒ２．４．１生）
金曜日　午前１０時～１１時３０分

よち：よちよちルーム
◇対象　１歳児（Ｒ２．４．２～Ｒ３．４．１生）
火曜日　午前１０時～１１時３０分

ぴよ：ぴよぴよサロン
◇対象　２か月～１歳３か月児・妊婦さん
木曜日　午前１０時～１１時３０分

★月に一度、保健師・助産師・栄養士による
「育児相談　 」を行います。

　ご利用の際は、お子さまの対象となるひろばをホームページや子育てカレンダーでご確認
ください。状況によって子育てひろばの内容を変更する場合があります。また、おもちゃの
消毒を徹底しておりますので、利用時間は午前９時３０分から午後５時までとさせていただき
ます。皆さまのご理解ご協力をお願いします。

よみ：読み聞かせ
◇対象　未就学児
第１土曜日　午前１１時～１１時２０分

２月の子育てひろば
月 火 水 木 金 土日

１　 ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８

育

休休

休休

休休

休休休休 休休

休休

よちよち

よちよち

よみよみ

よちよち

よちよち

休休

休休

エン

エン

エン

ぴよ

ぴよ

エン

ぴよ

休休

２月のおもちゃ図書館はお休みです

シーツやバスタオルの中央に子どもを寝かせ、両端をそれぞれ大人が持ち、ブランコ
のように優しく揺らします。（大人が2人以上いる時に遊びましょう。）

◆シーツブランコ

布団を、崩れないように気を付けながら積み上げて、ハイハイのように手をついて登り下りします。
◇お布団登り
布団を、崩れないように気を付けながら積み上げて、ハイハイのように手をついて登り下りします。
◇お布団登り

ビニール袋の中に、小さく切った折り紙や包装紙などを入れます。空気を入れて膨らませ、口を輪ゴ
ムでしばって、投げたり転がしたりして遊びます。輪ゴムを２～３本つなげてヨーヨーにしても面白
いですよ。

◆ふわふわボール

子どもと楽しむ遊びのヒント子どもと楽しむ遊びのヒント
～おうちにあるもので楽しもう～～おうちにあるもので楽しもう～

お散歩や公園遊びも楽しいけど、たまにはのんびり過ごしたい・・・
でも、家の中で何をして過ごしたらいいのかわからない・・・・
お散歩や公園遊びも楽しいけど、たまにはのんびり過ごしたい・・・
でも、家の中で何をして過ごしたらいいのかわからない・・・・

トトトトトト 国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

将来の大きな支えになります！

老後のためだけのものではありません！

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

「学生納付特例制度」

「納付猶予制度」

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

と「
納
付
猶
予
制
度
」

２０歳　　　　　“国民年金”２０歳　　　　　“国民年金”になったら

国民年金の相談・手続きについて詳しくは、日本年金機構のホームページをご覧いただくか、
役場国保年金課または年金事務所までお問い合わせください。

◎土浦年金事務所☎０２９－８２５－１１７０
◎日本年金機構ホームページＵＲＬ https://www.nenkin.go.jp/

◀日本年金機構HP
　ＱＲコード

保険料を未納のまま放置すると、年金を受け取ることができない場合が
あります。また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度のほか、
免除制度があります。
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Ａ
．回　

答

Ａ
．回　

答

Ｑ
．統
合
小
学
校
に
つ
い
て

Ｑ
．小
学
校
跡
地
に
つ
い
て

　
　

と　
　
　

と
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た

村
長　
区
長
会

村
長　
区
長
会

■
問
合
せ　

総
務
課
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０
３
４
０（
内
）２
０
４

１１
月
５
日
、
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
研
修
室
に
お
い
て
村
長
と
区
長
会
と
の
懇
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
る
意
見
や
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
現
在
進
め
て

い
る
「
統
合
小
学
校
」
に
関
連
す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．学
童
保
育（
児
童
館
）に
つ
い
て

Ａ
．回　

答

◎
統
合
小
学
校
校
舎
の
概
要

▼
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

造
地
下
１
階
、
地
上
造
３
階

　

建
て

▼
延
床
面
積
：
７
０
４
０
・
６０
㎡

図 書 室 便 り図 書 室 便 り
ス
マ
ホ

■開室時間　午前９時～午後５時（水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）

■問合せ
中央公民館図書室☎０２９－８８５－８４４２

スマートフォン https://www.lics
-saas.nexs-service.jp/miholib/spopac/
index.do

■インターネット蔵書検索
パソコン　https://www.lics-saas.nexs-service.jp/m
iholib/webopac/index.do

月の図書室カレンダー月の図書室カレンダー２２

※月曜・祝日・毎月最終火曜日は休室

ブックスタートとは、地域や家族みんな
で赤ちゃんが絵本と出会える環境作りを
応援する運動です。健診の待ち時間に、
かわいい絵本の入った「ブックスタート
・パック」をお渡ししています。

日時 １月２３日（月）午後１時～
会場　美浦村保健センター
対象　４か月児健診を受診する親子

休休休

休休休

休休休

休休休休休休
２８

２２

８ ９

１６

７

２１ ２４

１５１４

１０

１９

１８１２

４

２７

５ ６

２０ ２５

２６

１１

１３ １７

３
日 月 火 水 木 金 土

新着図書案内は、中央公民館・役場・み
ほふれ愛プラザ・こもれび森のイバライ
ド（稲敷市）にて配布しています。

１ ２

ブックスタート

休休休

休休休
２３

お話し会「大空の会」の皆さんによるお
話し会を行います。
読んでほしい本がありましたら、当日で
も構いませんのでリクエストしてくださ
い。自宅の本の持ち込みも可能です。

お話し会「大空の会」の皆さんによるお
話し会を行います。
読んでほしい本がありましたら、当日で
も構いませんのでリクエストしてくださ
い。自宅の本の持ち込みも可能です。

日時 １月２１日（土）午前１１時～
会場 中央公民館１階　ロビー

お話し会

開室時間およびイベント等については、新型コロナ
ウイルス感染症対策の状況に応じて変更・中止に
なることがございます。
最新の情報につきましては、村公式ホームページを
ご確認いただくか、図書室までお問合せください。

開室時間およびイベント等については、新型コロナ
ウイルス感染症対策の状況に応じて変更・中止に
なることがございます。
最新の情報につきましては、村公式ホームページを
ご確認いただくか、図書室までお問合せください。

ぬいぐるみと一緒にお話し会に参加したあと、
ぬいぐるみが図書室でお泊りします。
ぬいぐるみと一緒にお話し会に参加したあと、
ぬいぐるみが図書室でお泊りします。

《申込》１月４日（水）午前９時～２２日（日）午後４時３０分
　　　中央公民館図書室カウンター
※応募が定員を越えた場合は抽選を行います。
※申し込みをされた方を対象に、１月３１日（火）にメー
　ルをお送りします。なお、抽選となった場合は抽選
　結果を含みます。

《申込》１月４日（水）午前９時～２２日（日）午後４時３０分
　　　中央公民館図書室カウンター
※応募が定員を越えた場合は抽選を行います。
※申し込みをされた方を対象に、１月３１日（火）にメー
　ルをお送りします。なお、抽選となった場合は抽選
　結果を含みます。

《定員》１０名（村内在住、利用者カードをお持ちの未就
　　　学児～小学生）
※一晩お手元になくても大丈夫なぬいぐるみとご参加
　ください。
※利用者カードをお持ちでない方は、申込時に作成を
　お願いいたします。

《定員》１０名（村内在住、利用者カードをお持ちの未就
　　　学児～小学生）
※一晩お手元になくても大丈夫なぬいぐるみとご参加
　ください。
※利用者カードをお持ちでない方は、申込時に作成を
　お願いいたします。

《日時》《日時》 　２月１８日（土）午前１１時３０分～　中央公民館１階　創作室

　２月１９日（日）午前９時～午後４時３０分　中央公民館１階　図書室

２月１８日（土）午前１１時３０分～
　中央公民館１階　創作室
２月１９日（日）午前９時～午後４時３０分

　中央公民館１階　図書室

お預かりお預かり

お 迎 えお 迎 え

ぬいぐるみのおとまり会ぬいぐるみのおとまり会ぬいぐるみのおとまり会

図書ボランティアを募集いたします。登録をご希望の
方は、図書室備え付けの「図書ボランティア登録用
紙」にご記入のうえ、職員にご提出ください。

図書ボランティアを募集いたします。登録をご希望の
方は、図書室備え付けの「図書ボランティア登録用
紙」にご記入のうえ、職員にご提出ください。

※応募者多数の場合は、抽選とさせていただく場合が
　ございます。
※登録用紙をご提出いただいた方に、登録確認のメー
　ルを2月２８日（火）頃送信いたします。なお、応募者
　多数により抽選となった場合は抽選結果を含みます。

※応募者多数の場合は、抽選とさせていただく場合が
　ございます。
※登録用紙をご提出いただいた方に、登録確認のメー
　ルを2月２８日（火）頃送信いたします。なお、応募者
　多数により抽選となった場合は抽選結果を含みます。

申込期間　令和５年１月４日（水）～２月２４日（金）
活動内容　本棚の整理・清掃・図書室事業の手伝い
申込期間 令和５年１月４日（水）～２月２４日（金）
活動内容 本棚の整理・清掃・図書室事業の手伝い

令和５年度令和５年度
図書ボランティア募集図書ボランティア募集
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□問合せ　龍ケ崎地方衛生組合☎０２９７－６４－１１４４

（単位：千円）～令和４年度一般会計の執行状況（４月～９月）～

５１．３％ ３７．０％３９５，６７０ ２０２，９５５ １４６，３８７

予算額会 計 名
収入済額 収入率 支出率支出済額

歳 入 歳 出

一 般 会 計

～令和３年度一般会計決算の状況～ （単位：千円）

項　　目 決算額 割合 項　　目 決算額 割合
０．４％

６０．３％
３９．３％

１００．０％

１，６２６
１４４，１５４
２２１，３５７

０

３６７，１３７歳 出 合 計

議 会 費
総 務 費
衛 生 費
予 備 費

歳 入 合 計

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財 産 収 入
繰 越 金
諸 収 入

８８．５％

０．０％

６．２％
０．０％

２４，０５８

７４

３７
２０，６９１ ５．３％

３４５，５４２

３９０，４０２ １００．０％

歳　　　　　入 歳　　　　　出

－

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

□問合せ　稲敷地方広域市町村圏事務組合事務局管理課☎０２９７－６４－３７４１

～令和４年度一般会計・特別会計の執行状況（４月～９月）～（単位：千円）

７４．４％ ４５．４％１０，８６０ ８，０７５ ４，９３１
６１．１％ ４３．０％４，２１９，４７５ ２，５７８，７９５ １，８１４，３１７

予算額会 計 名
収入済額 収入率 支出率支出済額

歳 入 歳 出

一 般 会 計
水防事業特別会計

▼特別会計▼特別会計 （単位：千円）
歳 入会 計 名 歳 出
１２，０５４ １１，３３１水防事業特別会計

～令和３年度一般会計・特別会計決算の状況～
（単位：千円）▼一般会計▼一般会計

項　　目 収入済額 構成比 項　　目

歳 入 合 計 歳 出 合 計

歳　　　　　入 歳　　　　　出
支出済額 構成比

－

分賦金及び負担金 議 会 費
使用料及び手数料 総 務 費

消 防 費
県 支 出 金 公 債 費
財 産 収 入 予 備 費

繰 越 金

組 合 債

３，８０４，９６０ １，２８８９１．２％ ０．０％
８，５８４ １５５，０５９０．２％ ３．８％

３，７２０，６３２ ９０．５％

６
２３４，４５９

０．０％

－
寄 附 金
繰 入 金

０

５．７％

５３，６２８
０

０

２０１，０００
３，６３８

４．８％
諸 収 入 ０．１％

１．３％

１２，６８５ ０．３％
国 庫 支 出 金 ８５，８０４ ２．１％

４，１７０，３０５ １００．０％ ４，１１１，４３８ １００．０％

－

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

－美浦村女性行政推進協議会－

男女がともに

　 輝くために

十
二
月
の
俳
句
（
題　
当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

美
浦
村
文
化
祭　

里
謡
大
会　

兼
題
「
月
・
風
」

野
良
に
一
生
狂
い
も
無
く
て
心
澄
み
切
る
秋
の
月　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

風
に
か
す
か
な
野
焼
き
の
匂
い
暮
れ
て
ひ
っ
そ
り
冬
の
月　
　
　

石
戸
葎
華

月
を
眺
め
て
夜
風
に
当
り
恩
師
偲
ん
で
詠
む
俚
謡　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

月
を
見
上
げ
て
思
い
を
馳
せ
る
こ
の
世
未
練
の
か
ぐ
や
姫　
　
　

井
戸
賀
龢
道

眩
し
月
光
湖
面
に
落
ち
て
波
が
糸
引
く
金
の
道　
　
　
　
　
　

   

上
野
八
千
代

恩
師
好
月
筑
風
次
い
で
俚
謡
の
手
解
き
感
無
量　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

月
と
芒
は
似
合
い
の
仲
で
風
も
涼
や
か
十
三
夜　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

朝
の
運
動
三
月
も
続
け
や
れ
ば
で
き
る
と
自
分
ほ
め　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

円
い
地
球
を
な
ぜ
傷
つ
け
る
心
痛
め
る
お
月
様　
　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

無
人
駅
に
も
明
か
り
が
灯
り
暗
い
夜
道
に
星
月
夜　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

言
葉
探
し
と
わ
ず
か
な
才
で
わ
た
し
ゃ
月
一
俚
謡
づ
く
り　
　
　

高
橋
一
歩

苦
楽
彩
な
す
人
生
行
脚
花
鳥
風
月
み
ち
連
れ
に　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

風
に
く
る
く
る
落
ち
葉
の
舞
に
秋
の
終
り
の
円
舞
曲　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

霞
浦
の
湖
面
を
満
月
赤
く
染
め
て
煌
く
夜
の
湖　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

彼
と
歩
い
た
月
夜
の
湖
畔
今
は
一
人
の
散
歩
道　
　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

ペ
ダ
ル
踏
み
踏
み
風
き
る
男
子
月
の
明
り
で
家
路
に
と　
　
　
　

山
岸
錦
洋

霞
浦
の
湖
べ
の
十
五
夜
月
に
コ
ロ
ナ
消
え
て
と
妻
祈
る　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

観
音
の
咫
尺
に
落
葉
嵩
を
な
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

里
い
も
の
葉
の
大
き
く
て
村
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

年
の
瀬
や
割
烹
着
着
て
妻
若
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

口
開
け
て
鯉
待
つ
池
に
散
る
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

喧
騒
を
逃
れ
裏
道
冬
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

黄
衣
を
脱
い
で
天
つ
く
銀
杏
の
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
佐
恵

あ
ん
こ
う
と
肝
と
豆
腐
で
煮
て
喰
ら
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

薪
高
く
積
み
奥
飛
騨
の
冬
支
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

さ
さ
竹
を
振
る
夫
の
早
や
煤
払
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

凍
星
や
戦
禍
の
子
等
の
笑
顔
何
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

秋
の
陽
や
う
け
て
笑
え
む
磨
崖
仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

躙
り
口
つ
く
ば
い
に
浮
く
散
り
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

川
岸
は
望
遠
レ
ン
ズ
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

黄
落
や
友
と
の
会
話
止
め
処
無
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

身
に
沁
む
や
五
輪
の
闇
の
底
は
る
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子

共
に
輝
く
み
ほ
の
会

－

美
浦

村
女
性
行
政
推
進
協
議
会

－

で
は
活
動
を
共
に
で
き
る
会

員
を
、
男
女
問
わ
ず
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

企
画
財
政
課

私
た
ち
と
一
緒
に

　

活
動
し
ま
せ
ん
か
？
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大山湖畔の記憶【第２回】
～旧制東京医科歯科大学予科～

〔参考文献〕「東京医科歯科大学創立五十年記念誌」「東京医科歯科大学霞ヶ浦分院史」
〔取材協力〕東京医科歯科大学名誉教授 岡本良平氏（予科１回生）
〔写真提供〕宇田川秀雄氏（元東京医科歯科大学霞ヶ浦分院医師）　　問合せ　企画財政課☎０２９－８８５－０３４０

　昭和２１年９月末、土浦駅から木炭バスに揺られて大谷に到着。米軍から解放された予科（元航空隊）施設の準備
が整っておらず、大谷バス停と湖畔の予科の途中にある農協の建物に幾晩か泊まった。
　１０月に授業開始、軍需品は接収されていたが、教室が置かれた元航空隊庁舎の迷彩色の外壁や、高さ３ｍ以上
の飛込台を備えた５０ｍプール、水上飛行機を射出したというカタパルトに圧倒された。
　空襲対策で天井板が剥がされたままの南寮（元士官宿舎）の壁には、軍人が書き残した言葉や日本刀掛けがあり、
至る所に戦時の名残を感じた。つい１年余り前、決意に満ちた兵（つわもの）共がここに集い護国を誓ったことに
思いを馳せると、グランド（元練兵場）に散らばる小石一つにも感慨深いものがあった。
　終戦まで将校を養成する陸海軍の学校にいた者も多かったが、１回生としての気概と新たな人生の始まりに、
皆大いに意気込んでいた。
　食糧事情の悪い時代に工夫して夜食を作り、集って議論したり、寮祭を愉しみ、文武両道、スポーツにも打ち
込んだ日々。戦後の解放感もあって実に活気に満ちた学生生活だった。
　湖まで打球が届きそうに思えたグランドで日が暮れるまで野球をしたこと、正門脇の吉田屋さんの食事、帰省
のたびに大谷のバス停まで歩いて向かう途中で米を買い、担いで帰ったことも懐かしい。

旧制東京医科歯科大学予科１回生の回想 

議会報告会美浦村

■ 問合せ　議会事務局☎０２９－８８５－０３４０（内）３０１・３０２

みなさまの声をお聞かせください！

詳細は村ホームページをご覧になるか
役場総務課までお問合せください。

１枠２，７００円～（先着）
※ページ構成上募集がない月もあります。

広報みほに広告を掲載しませんか

お知らせお知らせ
公共機関等の電話番号はお知らせの
最終ページに掲載しています。
公共機関等の電話番号はお知らせの
最終ページに掲載しています。

本
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い

て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
延
期
や
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
に

関
す
る
問
合
せ
は
各
問
合
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

に
な
り
次
第
締
切
）

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
方
法　

美
浦
村
中
央
公
民

館
に
設
置
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間　

１
月
１３
日（
金
）〜

２
月
１０
日（
金
）午
前
９
時
〜
午

後
５
時

※

月
曜
日
は
休
館
で
す

◇
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
美
浦

村
中
央
公
民
館
内
）
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

４
４
５
１

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に

比
べ
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
れ
る
年

金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
１０
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
み
に
は
、
い
く
つ
か
注
意
事

項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

役
場
国
保
年
金
課
ま
た
は
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

土
浦
年
金
事
務
所
☎

０
２
９

－

８
２
５

－

１
１
７
０

　

さ
わ
や
か
な
冬

の
空
気
に
包
ま
れ

た
、
霞
ケ
浦
湖
畔

を
散
策
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
日
時　

２
月
２５
日（
土
）午
前
８

時
受
付

◇
集
合
・
解
散
場
所　

木
原
多
目

的
集
会
施
設
（
農
林
漁
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

◇
コ
ー
ス　

木
原
地
区
多
目
的
集

会
施
設
を
出
発
し
、
大
須
賀
津
、

木
原
、
舟
子
地
内
を
回
っ
て
戻

る
約
１０
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

※

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
３
時
間
程
度

◇
対
象　

村
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上
で
健
康
状
態

の
よ
い
方　
　

※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴　

◇
募
集
人
数　

１
０
０
名
（
定
員

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報　
４３

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報
４３

◇
反
則
金
が
課
さ
れ
ま
す

積
雪
ま
た
は
凍
結
し
て
い
る
道

路
を
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
や

チ
ェ
ー
ン
等
を
用
い
ず
に
走
行
す

る
と
法
令
違
反
に
な
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
。
沖
縄
県
を
除
く
す

べ
て
の
都
道
府
県
で
、
道
路
交
通

法
施
行
細
則
等
に
よ
り
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
積
雪
時
に
ノ
ー
マ
ル

タ
イ
ヤ
で
走
行
す
る
と
、
ス
リ
ッ

プ
や
ス
タ
ッ
ク
が
発
生
し
て
危
険

な
だ
け
で
な
く
、
法
令
違
反
と
な

り
反
則
金
も
課
さ
れ
ま
す
。

◇
ス
リ
ッ
プ
事
故
５
０
０
件

令
和
４
年
１
月
６
日
に
は
美
浦

村
で
も
積
雪
し
ま
し
た
が
、
翌
７

日
の
朝
方
ま
で
に
、
茨
城
県
内
で

５
０
０
件
以
上
の
ス
リ
ッ
プ
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雪

に
よ
る
立
ち
往
生
等
が
例
年
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
積
雪
時
に
ノ

ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で
の
走
行
に
よ
り

発
生
し
た
立
ち
往
生
は
人
災
と
も

言
え
ま
す
。
立
ち
往
生
し
て
他
の

車
両
に
危
険
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め

に
も
、
積
雪
時
の
ノ
ー
マ
ル
タ
イ

ヤ
で
の
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
車
間
距
離
に
注
意

凍
結
路
面
に
お
け
る
停
止
距
離

は
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装

着
し
て
い
て
も
、
時
速
４０
キ
ロ
で

７８
・
７
ｍ
と
な
り
、
乾
燥
路
面
の

７
・
９
ｍ
と
比
べ
て
、
１０
倍
も
長

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
長
め

の
車
間
距
離
と
早
め
の
減
速
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

（
第
４３
回
・
終
わ
り
）

（広告欄）

雪
道
で
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
は

法
令
違
反
で
す

雪
道
で
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
は

法
令
違
反
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

を
お
す
す
め
し
ま
す

霞
ケ
浦
湖
畔
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
参
加
者
募
集
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◇
募
集
内
容（
職
種
／
業
務
内
容

等
／
募
集
人
数
／
賃
金
・
報
酬
）

①
一
般
事
務
１　

事
務
補
助
／
１０

名
／
月
給
１５
万
６
０
０
円
〜
又

は
時
給
９
２
５
円
〜

②
一
般
事
務
２　

事
務
補
助
／
３

名
／
時
給
９
２
５
円
〜

③
一
般
事
務
３　

公
民
館
図
書
室

の
司
書
業
務
補
助
（
小
学
校
図

書
室
の
司
書
業
務
）
／
３
名
／

時
給
９
２
５
円
〜

④
一
般
事
務
４　

事
務
補
助
（
医

療
事
務
）／
１
名
／
時
給
９
２

５
円
〜

⑤
認
定
調
査
員　

介
護
認
定
調
査

／
１
名
／
時
給
９
２
５
円
〜

⑥
総
合
窓
口　

総
合
窓
口
／
３
名

　

／
時
給
９
２
５
円
〜

⑦
消
費
生
活
相
談
員　

消
費
生
活

相
談
／
２
名
／
時
給
１
０
０
２

円
〜

⑧
社
会
教
育
指
導
員　

社
会
教
育

事
業
に
関
す
る
事
務
／
２
名
／

時
給
９
２
５
円
〜

⑨
図
書
室
司
書　

公
民
館
図
書
室

の
司
書
業
務
・
中
学
校
図
書
室

の
司
書
業
務
／
１
名
／
時
給
１

０
０
２
円
〜

⑩
栄
養
士　

栄
養
指
導
／
１
名
／

時
給
１
０
０
２
円
〜

⑪
助
産
師　

子
育
て
支
援
／
１
名

／
時
給
１
１
１
９
円
〜

■
コ
ロ
ナ
対
策

⑫
看
護
師　

事
務
補
助
（
コ
ロ
ナ

対
策
）
／
１
名
／
時
給
１
１
１

９
円
〜

■
教
育
関
係

⑬
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
員　

教
育

相
談
、
適
応
指
導
教
室
相
談
員

／
３
名
／
時
給
１
６
７
８
円
〜

⑭
特
別
支
援
教
育
支
援
員　

児
童

及
び
生
徒
の
教
育
活
動
時
の
生

活
支
援
／
９
名
／
時
給
９
２
５

円
〜

⑮
学
習
充
実
指
導
講
師　

チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
教
育
指

導
等
／
４
名
／
時
給
１
６
７
８

円
〜

⑯
教
員
業
務
支
援
員　

担
任
補
助
、

校
内
清
掃
等
／
３
名
／
時
給
９

２
５
円
〜

⑰
用
務
手　

学
校
の
環
境
整
備
、

そ
の
他
／
１
名
／
時
給
９
２
５

円
〜

⑱
送
迎
バ
ス
添
乗
員　

大
谷
小
送

迎
バ
ス
の
添
乗
／
２
名
／
時
給

９
２
５
円
〜

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

⑲
子
育
て
相
談
員　

子
育
て
支
援

／
１
名
／
時
給
９
２
５
円
〜

⑳
保
育
士　

子
育
て
支
援
／
２
名

／
時
給
１
０
０
２
円
〜

■
文
化
財
セ
ン
タ
ー

㉑
一
般
事
務
５　

事
務
補
助
／
１

名
／
時
給
９
２
５
円
〜

㉒
調
査
員　

遺
跡
調
査
及
び
関
連

業
務
／
１
名
／
時
給
１
０
０
２

円
〜

㉓
整
理
作
業
員　

遺
跡
調
査
及
び

関
連
業
務
補
助
／
２
名
／
時
給

９
２
５
円
〜

■
幼
稚
園
・
保
育
所

㉔
教
諭
１　

幼
児
保
育
／
２
名
／

月
給
１６
万
３
１
０
０
円
又
は
時

給
１
０
０
２
円
〜

㉕
教
諭
２　

預
か
り
保
育
／
１
名

／
時
給
１
０
０
２
円
〜

㉖
特
別
支
援
教
育
支
援
員　

支
援

が
必
要
な
園
児
の
生
活
介
助
・

支
援
／
８
名
／
時
給
９
２
５
円
〜

㉗
用
務
手　

施
設
清
掃
・
給
食
配

膳
／
１
名
／
時
給
９
２
５
円
〜

㉘
送
迎
バ
ス
添
乗
員　

送
迎
バ
ス

の
添
乗
／
２
名
／
時
給
９
２
５

円
〜

㉙
保
育
士　

乳
幼
児
の
保
育
／
若

干
名
／
月
給
１６
万
３
１
０
０
円

又
は
時
給
１
０
０
２
円
〜

㉚
看
護
師　

乳
児
の
保
育
及
び
入

所
児
の
健
康
管
理
／
１
名
／
月

給
１８
万
２
２
０
０
円
又
は
時
給

１
１
１
９
円
〜

㉛
生
活
介
助
員　

支
援
が
必
要
な

幼
児
生
活
介
助
・
支
援
／
４
名

程
度
／
時
給
９
２
５
円
〜

※
時
給
、
月
給
は
正
規
職
員
の
給

与
改
定
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
勤
務
形
態
に
よ
り
期
末
手
当
支

給
あ
り
。

◇
勤
務
条
件

▼
任
用
期
間　

令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
６
年
３
月
３１
日
ま

で
の
１
年
以
内

※
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
に
限

り
再
度
任
用
さ
れ
る
場
合
あ
り

▼
勤
務
日
数
お
よ
び
時
間　

週
５

日
が
基
本
（
配
属
さ
れ
る
職
場

に
よ
っ
て
異
な
る
）で
、一
日
７

時
間
４５
分
以
内
の
勤
務

※
時
間
外
勤
務
を
命
じ
る
場
合
あ
り

※
募
集
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
場
所　

役
場
ほ
か
村
内
公

共
施
設

▼
通
勤
費
用　

支
給
要
件
を
満
た

し
た
場
合
に
支
給

▼
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
等　

加

入
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
加
入

▼
休
暇
等　

条
例
・
規
則
に
基
づ

き
、
年
次
有
給
休
暇
を
付
与

◇
採
用
選
考
の
申
込
み

▼
受
検
資
格

令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
勤
務
可
能
な
方
。
た
だ

し
、「
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
者
」等
、地

方
公
務
員
法
第
１６
条
の
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
方
を
除
く
。

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び

面
接
選
考

▼
申
込
方
法　

美
浦
村
役
場
総
務

課（
庁
舎
２
階
）に
持
参
も
し
く

は
郵
送

▼
郵
送
先　

〒
３
０
０

－

０
４
９

２
美
浦
村
大
字
受
領
１
５
１
５

番
地　

美
浦
村
役
場
総
務
部
総

務
課
人
事
給
与
係

▼
申
込
期
限　

令
和
５
年
1
月
２７

日（
金
）ま
で

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
土
・

日
・
祝
日
は
受
付
し
て
お
り
ま

せ
ん
）

▼
提
出
書
類

・
美
浦
村
会
計
年
度
任
用
職
員
登

録
申
込
書

・
資
格
を
証
す
る
書
類
の
写
し

※
④
医
療
事
務
資
格
、
⑨
司
書
資

格
、
⑩
栄
養
士
免
許
、
⑪
助
産

師
免
許
、
⑫
看
護
師
免
許
、
⑬

教
員
免
許〔
科
目
・
小
中
高
免
許

は
問
わ
ず
〕、
⑮
教
員
免
許〔
科

目
・
小
中
免
許
は
問
わ
ず
〕、⑳

保
育
士
資
格
、
㉔
幼
稚
園
教
諭

免
許
、
㉕
幼
稚
園
教
諭
免
許
又

は
保
育
士
資
格
、
㉙
保
育
士
資

格
、
㉚
看
護
師
免
許

◇
問
合
せ　

役
場
総
務
課

◎
募
集
内
容
の
詳
細
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

地
方
公
務
員
法
第
２２
条
の
２
第

１
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き

任
用
さ
れ
る
非
常
勤
職
員
で
す
。

地
方
公
務
員
法
第
２２
条
の
２
第

１
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き

任
用
さ
れ
る
非
常
勤
職
員
で
す
。

令
和
５
年
度
美
浦
村
会
計

年
度
任
用
職
員
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
？

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
？

副
会
長

民生委員・児童委員 を紹介します新しい

会
長

副
会
長
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（広告欄）

令
和
５
・
６
年
度
に
美
浦
村
が

発
注
す
る
物
品
・
役
務
等
の
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
定
期

受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
次
の
要
領
で
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

令
和
３
・
４
年
度
分
よ
り
、
建

設
工
事
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加
資
格

審
査
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
お

よ
び
参
加
市
町
村
で
実
施
す
る

「
茨
城
県
入
札
参
加
資
格
申
請

共
同
受
付
」
に
よ
り
受
付
を
行

い
ま
す
の
で
、
今
回
の
受
付
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◇
受
付
期
間　

２
月
１
日（
水
）〜

２８
日（
火
）

※

当
日
消
印
有
効

◇
申
請
方
法　

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
役
場
企
画
財
政

課
で
配
布
し
て
い
る
申
請
要
領

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

提
出
方
法
は
原
則
「
郵
便
ま
た

は
信
書
便
の
み
」
と
し
ま
す
。

持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日

を
除
い
た
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
ま
た
は
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
の
間
に
限
る
も
の
と
し
、
受

け
取
り
の
み
と
な
り
ま
す
。

◇
受
付
・
問
合
せ　

役
場
企
画
財

政
課

令
和
５
年
度
実
施
の
「
令
和
５

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」（
総
務

省
統
計
局
所
管
）
を
円
滑
か
つ
正

確
に
実
施
す
る
た
め
、
２
月
１４
日

ま
で
の
間
に
、
茨
城
県
知
事
が
任

命
し
た
指
導
員
が
調
査
区
域
を
巡

回
し
、
住
戸
の
数
・
所
在
等
を
確

認
し
ま
す
。
確
認
中
に
疑
義
が
生

じ
た
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
皆
さ

ま
に
伺
う
こ
と
が
あ
リ
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
企
画
財
政
課

◇
募
集
期
間　

１
月
３１
日（
火
）

◇
募
集
対
象　

事
業
の
広
告
（
イ

ベ
ン
ト
等
の
告
知
も
可
）

◇
規
格
・
予
定
枠
数　

①
②
共
通

サ
イ
ズ
・
縦
４０
㎜×

横
８５
㎜

①
裏
表
紙
下
段（
カ
ラ
ー
）…

２
枠

②
表
・
裏
表
紙
以
外
の
下
段
（
モ

ノ
ク
ロ
）…

６
枠

◇
掲
載
料　

①
５
万
円
／
年
②
３

万
円
／
年

◇
掲
載
期
間　

令
和
５
年
４
月
号

か
ら
翌
年
３
月
号

◇
発
行
部
数　

毎
号
５
５
０
０
部

◇
決
定
方
法　

申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
村
内
の
企
業
等
を
優
先

と
し
た
上
で
、
抽
選
を
実
施
し

て
決
定
し
ま
す
。

※

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
総
務
課

５
月
に
開
催
予
定
の
令
和
５
年

度
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
個
人
競
技
」へ
の
参
加
希
望
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
方
法
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
障
害
福

祉
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(https://w

w
w
.pref.ibaraki.jp/hokenf

ukushi/shofuku/7-3.htm
l)

に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
う
え
、
役
場
福
祉
介
護
課
、

施
設
、
学
校
あ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
茨

城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
協
会
☎
０
２
９

－

３
０
１

－

３
３
７
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
９

－

３
０
１

－

３
３
７
８

受付期間がまもなく終了します。
対象になると思われる世帯には、１１月に確認書をお送りしています。お手元に届いた世帯の
世帯主の方は、必要事項を記入のうえ、１月３１日（火）までに返送をお願いいたします。

令和４年度住民税非課税世帯等への

はお済みですか？電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の手続き電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の手続き電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の手続き

■問合せ　福祉介護課☎０２９－８８５－０３４０（内線）１１４

美
浦
村
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
定
期
受
付（
物
品
・
役
務
等
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

広
報
み
ほ
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
個
人
競
技
」参
加
者
募
集
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人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
「
人
権
問
題
講
演
会
」を
開
催

美浦村週末カフェ感謝祭を開催

美浦村消防団が機械器具点検実施

茨
城
県
内
で
働
く
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

◎
茨
城
県
最
低
賃
金　

９
１
１
円

効
力
発
生
日　

令
和
４
年
１０
月

１
日

◎
茨
城
県
特
定
最
低
賃
金

▼
鉄
鋼
業
／
１
０
０
４
円
／
効
力

発
生
日　

令
和
４
年
１２
月
３１
日

▼
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業（
機
械
器
具
製
造
業
等
）／

９
６
４
円
／
効
力
発
生
日　

令

美浦村地域活性化商品券美浦村地域活性化商品券美浦村地域活性化商品券
有効期限は、

お手元に商品券が残っている方は、お早めの
ご使用をお願いします。

◇問合せ　役場経済課☎０２９－８８５－０３４０
　　　　　美浦村商工会☎０２９－８８５－２２５０
◇問合せ　役場経済課☎０２９－８８５－０３４０
　　　　　美浦村商工会☎０２９－８８５－２２５０

１月３１日（火）までです！１月３１日（火）までです！

和
４
年
１２
月
３１
日

▼
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機

器
・
試
験
機
・
理
化
学
機
械
器

具
、
医
療
用
機
械
器
具
・
医
療

用
品
、
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン

ズ
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
、
時
計
・

同
部
分
品
製
造
業
（
電
気
・
精

密
機
械
器
具
等
製
造
業
）
／
９

６
１
円
／
効
力
発
生
日　

令
和

４
年
１２
月
３１
日

▼
各
種
商
品
小
売
業
／
９
１
１
円

改
正
な
し
（
令
和
４
年
１０
月
１

日
か
ら
茨
城
県
最
低
賃
金
が
適

用
）

※

労
使
双
方
が
、
合
意
し
た
上
で

「
最
低
賃
金
額
」未
満
の
賃
金
で

労
働
契
約
を
結
ん
で
も
、
法
律

に
よ
り
、
そ
の
賃
金
は
無
効
と

さ
れ
、
最
低
賃
金
額
で
契
約
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
９

－

２
２
４

－

６
２
１
６
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

外
国
人
の
不
法
就
労
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
就

労
し
た
外
国
人
だ
け
で
な
く
、
不

法
就
労
さ
せ
た
事
業
主
も
処
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
茨
城
県
警
察

で
は
、
不
法
滞
在
外
国
人
や
悪
質

雇
用
主
の
検
挙
・
摘
発
を
進
め
て

い
ま
す
。
外
国
人
を
雇
用
す
る
と

き
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー

ド
等
で
在
留
資
格
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。
不
法
滞
在
外
国
人
や

悪
質
雇
用
主
に
関
す
る
情
報
は
、

稲
敷
警
察
署
ま
た
は
東
京
出
入
国

在
留
管
理
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

◇
問
合
せ　

稲
敷
警
察
署
☎
０
２

９
－

８
９
３

－

０
１
１
０

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
、
令
和
５
年
５
月
１
日

か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に

発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
物

品
購
入
及
び
役
務
提
供
な
ど
の
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。
入
札
参
加

希
望
者
は
、
必
ず
資
格
審
査
を
受

け
て
下
さ
い
。
な
お
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
受
付
期
間　

２
月
１
日（
水
）〜

３
月
１７
日（
金
）

◇
申
請
方
法　

一
般
書
留
又
は
簡

易
書
留
に
よ
る
郵
送
と
し
ま
す
。

◇
受
付
・
問
合
せ　

稲
敷
地
方
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
事
務
局

管
理
課
☎
０
２
９
７

－

６４

－

３

７
４
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(htt

p://w
w
w
.inashiki-kouiki.jp)

茨
城
県
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
回
復
が
遅
れ
、
価
格
転
嫁
も
進

ま
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
売
上
高

（
事
業
収
入
）が
減
少
し
、
経
営
環

境
が
特
に
悪
化
し
て
い
る
事
業
者

（
中
小
企
業
、
農
林
水
産
業
者
、
農

業
法
人
、
認
定
農
業
者
等
）を
応

援
す
る
た
め
、
臨
時
応
援
金
を
支

給
し
ま
す
。

※

支
給
要
件
や
申
請
方
法
、
申
請

に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て
、

　

詳
し
く
は
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w
w
.pref.iba

raki.jp/shokorodo/chush
o/keiei/rinjiouenkin.htm
l)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

相
談
窓
口
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

◇
支
給
額　

一
律
１０
万
円

◇
申
請
期
限　

１
月
３１
日（
火
）

◇
問
合
せ　

茨
城
県
事
業
継
続
臨

時
応
援
金
相
談
窓
口
（
平
日
午

前
１０
時
〜
午
後
７
時
）
☎
０
２

９

－

３
０
１

－

２
８
０
２

（広告欄）

最
低
賃
金
と
特
定（
産

業
別
）最
低
賃
金
改
正

外
国
人
の
不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

茨
城
県
事
業
継
続
臨
時
応
援
金



令
和
五
年　

新
春

美
浦
村
長

　
　

中　
島　
　
栄

美
浦
村
長

　
　

中
島　

栄

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

ま
た
近
年
、
世
界
各
地
で
地
震
や
火
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

昨
年
１
月
の
ト
ン
ガ
海
底
火
山
噴
火
や
、
９
月
の
メ
キ
シ
コ
で
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

を
超
え
る
大
地
震
。
日
本
で
も
３
月
に
は
、
宮
城
県
や
福
島
県
で
震
度
６
強
を
観
測
す

る
地
震
や
、
７
月
の
桜
島
の
噴
火
な
ど
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
す
る
の
は
非
常
に

困
難
で
す
。
村
で
は
想
定
外
の
有
事
に
も「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」と
す
る
べ
く
、
防

災
行
政
無
線
の
整
備
や
災
害
時
の
備
蓄
を
進
め
る
な
ど
、
よ
り
一
層
装
備
を
拡
充
し
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
も
防
災
意
識
を
高
く
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
速
や
か
に
行
動
に
移
せ
る
よ

う
日
頃
か
ら
の
備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
の
町
村
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
自
然
環
境
の
保
全
は
、
私
た
ち
が
担
っ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民

と
行
政
が
手
を
携
え
、
主
体
的
・
自
立
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
れ
が
基
礎
自
治
体
た
る
美
浦
村
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
国

道
１
２
５
号
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
が
進
み
、
昨
年
の
１１
月
末
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
入
口
交
差
点
か
ら
稲
敷
市
佐
倉
の
県
道
江
戸
崎
新
利
根
線
ま
で
の
区
間
が
完
成

す
る
な
ど
、
地
域
交
流
館
周
辺
へ
の
新
た
な
事
業
展
開
も
見
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も「
地
域
主
権
」の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
村
づ
く
り
に

参
加
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」を
念
頭
に
、
真
の
豊
か
さ
を
実

感
し
、
魅
力
あ
る
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
と
な
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
村
民
が
主
役
の
村
政
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う「
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち　

美
浦
」の
村

政
運
営
の
先
頭
に
立
ち
、
執
行
部
と
村
議
会
の
総
合
力
を
生
か
し
、
長
い
歴
史
が
育
ん
で

き
た
美
浦
村
の
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
か
ら
の
変
化
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）が
宣
言
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
上
が

経
ち
、
諸
外
国
で
は
各
種
規
制
等
を
撤
廃
す
る
中
、
日
本
で
も
経
済
面
の
影
響
を
鑑
み
、

国
民
の
行
動
制
限
の
撤
廃
や
、
自
治
体
で
自
粛
し
て
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
村
で
も
、
地
域
の
活
性
化
を
要
望
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

３
年
ぶ
り
と
な
る「
み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」や
成
人
式
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

小
中
学
校
で
も
、
運
動
会
や
遠
足
、
修
学
旅
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
人
数
制
限
な
ど
の
制

約
は
あ
る
も
の
の
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
政
府
で
も
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
の
感
染

症
法
上
の
分
類
の
見
直
し
を
検
討
す
る
な
ど
、
過
度
に
恐
れ
て
い
た
時
期
が
終
了
し
、
少

し
づ
つ
日
常
が
戻
っ
て
き
て
い
る
の
を
実
感
で
き
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う「
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち　

美
浦
」の
村

政
運
営
の
先
頭
に
立
ち
、
執
行
部
と
村
議
会
の
総
合
力
を
生
か
し
、
長
い
歴
史
が
育
ん
で

き
た
美
浦
村
の
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
か
ら
の
変
化
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）が
宣
言
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
上
が

経
ち
、
諸
外
国
で
は
各
種
規
制
等
を
撤
廃
す
る
中
、
日
本
で
も
経
済
面
の
影
響
を
鑑
み
、

国
民
の
行
動
制
限
の
撤
廃
や
、
自
治
体
で
自
粛
し
て
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
村
で
も
、
地
域
の
活
性
化
を
要
望
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

３
年
ぶ
り
と
な
る「
み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」や
成
人
式
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

小
中
学
校
で
も
、
運
動
会
や
遠
足
、
修
学
旅
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
人
数
制
限
な
ど
の
制

約
は
あ
る
も
の
の
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
政
府
で
も
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
の
感
染

症
法
上
の
分
類
の
見
直
し
を
検
討
す
る
な
ど
、
過
度
に
恐
れ
て
い
た
時
期
が
終
了
し
、
少

し
づ
つ
日
常
が
戻
っ
て
き
て
い
る
の
を
実
感
で
き
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

3 広報みほ　令和５年１月号 2626広報みほ　令和５年１月号広報みほ　令和５年１月号

（広告欄）

２
月
１
日（
水
）か
ら
令
和
５
年

度
の
加
入
受
付
を
行
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
（
広
報
本

号
と
と
も
に
各
戸
配
布
お
よ
び
役

場
生
活
安
全
課
窓
口
に
配
置
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
共
済
掛
金　

大
人
９
０
０
円
、

　

４
月
１
日
現
在
で
中
学
生
以
下

の
方
５
０
０
円

◇
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
令
和

６
年
３
月
３１
日

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故　

共
済

期
間
中
に
国
内
の
道
路
上
で
起

き
た
死
傷
事
故

◇
見
舞
金　

最
高…

死
亡
１
０
０

万
円
、
最
低…

治
療
実
日
数
３

日
以
上
２
万
円

◇
申
込
方
法　

掛
金
を
持
参
の
上
、

役
場
生
活
安
全
課
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
を
記
入
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ　

役
場
生
活
安
全
課

常
陽
銀
行
委
託
の
社
会
保
険
労

務
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※

要
予
約

◇
開
催
日　

１
月
２４
日（
火
）午
前

１０
時
〜
１１
時
３０
分
、
午
後
０
時

３０
分
〜
３
時

◇
会
場　

常
陽
銀
行
美
浦
リ
テ
ー

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◇
予
約
・
問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

浦
リ
テ
ー
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎

０
２
９

－

８
８
５

－

２
９
１
５

〔
村
立
小
中
学
校
へ
〕

○
稲
敷
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
様

生
理
用
品
３
箱

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
匿
名
１
件　

玄
米
６０
㎏

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
陶
美
様　

５
０
０
０
円

○
匿
名
１
件　

2
万
円

◇
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◇投票区別投票者数・投票率

投票区投票区

第１投票区
第２投票区
第３投票区
第４投票区
第５投票区
第６投票区
第７投票区
第８投票区

２，０１６ ４０．０８
２，２８０ ７４０ ３２．４６
２，０５１ ２３．０６
１，３７２ ５５９

４７３

８０８

４０．７４
１，０５６ ４８８ ４６．２１
７６３ ３８６ ５０．５９

１，４８８ ２１８ １４．６５
１，３５３ ５０５ ３７．３２

合計合計 １２，３７９１２，３７９ ４，１７７４，１７７ ３３．７４３３．７４

投票者数
（人）
投票者数
（人）

投票率
（％）
投票率
（％）

当日有権者数
（人）

当日有権者数
（人）

◇開票結果

１，４０６票

候補者氏名候補者氏名 得票数得票数

落 合 つ よ し

２，７１２票は な し 衛

５９票

４，１７７票

４，１１８票

令和４年１２月１１日執行
茨城県議会議員一般選挙 結果
令和４年１２月１１日執行
茨城県議会議員一般選挙 結果

選挙のお知らせ選挙のお知らせ

（届け出順）

選挙に関するお問い合わせは、美浦村選挙管理委員
会（役場総務課内☎０２９－８８５－０３４０内線２０３）まで
お願いします。

選挙に関するお問い合わせは、美浦村選挙管理委員
会（役場総務課内☎０２９－８８５－０３４０内線２０３）まで
お願いします。

有効投票数

無効投票数

投票総数

▼投票日
４月２３日（日）

▼告示日
４月１８日（火）

美浦村長選挙美浦村長選挙

美浦村議会議員
一般選挙
美浦村議会議員
一般選挙

常
陽
銀
行
年
金
無
料
相
談

善　
　

意

県
民
交
通
災
害
共
済



令
和
五
年　

新
春

令
和
五
年　

新
春

美
浦
村
長

　
　

中　
島　
　
栄

　

ま
た
近
年
、
世
界
各
地
で
地
震
や
火
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

昨
年
１
月
の
ト
ン
ガ
海
底
火
山
噴
火
や
、
９
月
の
メ
キ
シ
コ
で
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

を
超
え
る
大
地
震
。
日
本
で
も
３
月
に
は
、
宮
城
県
や
福
島
県
で
震
度
６
強
を
観
測
す

る
地
震
や
、
７
月
の
桜
島
の
噴
火
な
ど
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
す
る
の
は
非
常
に

困
難
で
す
。
村
で
は
想
定
外
の
有
事
に
も「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」と
す
る
べ
く
、
防

災
行
政
無
線
の
整
備
や
災
害
時
の
備
蓄
を
進
め
る
な
ど
、
よ
り
一
層
装
備
を
拡
充
し
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
も
防
災
意
識
を
高
く
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
速
や
か
に
行
動
に
移
せ
る
よ

う
日
頃
か
ら
の
備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
の
町
村
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
自
然
環
境
の
保
全
は
、
私
た
ち
が
担
っ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民

と
行
政
が
手
を
携
え
、
主
体
的
・
自
立
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
れ
が
基
礎
自
治
体
た
る
美
浦
村
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
国

道
１
２
５
号
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
が
進
み
、
昨
年
の
１１
月
末
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
入
口
交
差
点
か
ら
稲
敷
市
佐
倉
の
県
道
江
戸
崎
新
利
根
線
ま
で
の
区
間
が
完
成

す
る
な
ど
、
地
域
交
流
館
周
辺
へ
の
新
た
な
事
業
展
開
も
見
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も「
地
域
主
権
」の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
村
づ
く
り
に

参
加
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」を
念
頭
に
、
真
の
豊
か
さ
を
実

感
し
、
魅
力
あ
る
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
と
な
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
村
民
が
主
役
の
村
政
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
近
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、
世
界
各
地
で
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や
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。

昨
年
１
月
の
ト
ン
ガ
海
底
火
山
噴
火
や
、
９
月
の
メ
キ
シ
コ
で
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

を
超
え
る
大
地
震
。
日
本
で
も
３
月
に
は
、
宮
城
県
や
福
島
県
で
震
度
６
強
を
観
測
す

る
地
震
や
、
７
月
の
桜
島
の
噴
火
な
ど
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
す
る
の
は
非
常
に

困
難
で
す
。
村
で
は
想
定
外
の
有
事
に
も「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」と
す
る
べ
く
、
防

災
行
政
無
線
の
整
備
や
災
害
時
の
備
蓄
を
進
め
る
な
ど
、
よ
り
一
層
装
備
を
拡
充
し
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
も
防
災
意
識
を
高
く
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
速
や
か
に
行
動
に
移
せ
る
よ

う
日
頃
か
ら
の
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全
国
の
町
村
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

先
人
た
ち
が
守
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て
き
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
自
然
環
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の
保
全
は
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私
た
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が
担
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て
い
か
ね
ば
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り
ま
せ
ん
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魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
継
続
し
て
い
く
た
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に
は
、
住
民

と
行
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が
手
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え
、
主
体
的
・
自
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的
に
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展
開
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い
く
こ
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が
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で
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開
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れ
、
ま
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く
り
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も「
地
域
主
権
」の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
村
づ
く
り
に

参
加
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」を
念
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に
、
真
の
豊
か
さ
を
実

感
し
、
魅
力
あ
る
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
と
な
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
村
民
が
主
役
の
村
政
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う「
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち　

美
浦
」の
村

政
運
営
の
先
頭
に
立
ち
、
執
行
部
と
村
議
会
の
総
合
力
を
生
か
し
、
長
い
歴
史
が
育
ん
で

き
た
美
浦
村
の
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
か
ら
の
変
化
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）が
宣
言
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
上
が

経
ち
、
諸
外
国
で
は
各
種
規
制
等
を
撤
廃
す
る
中
、
日
本
で
も
経
済
面
の
影
響
を
鑑
み
、

国
民
の
行
動
制
限
の
撤
廃
や
、
自
治
体
で
自
粛
し
て
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
村
で
も
、
地
域
の
活
性
化
を
要
望
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

３
年
ぶ
り
と
な
る「
み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」や
成
人
式
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

小
中
学
校
で
も
、
運
動
会
や
遠
足
、
修
学
旅
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
人
数
制
限
な
ど
の
制

約
は
あ
る
も
の
の
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
政
府
で
も
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
の
感
染

症
法
上
の
分
類
の
見
直
し
を
検
討
す
る
な
ど
、
過
度
に
恐
れ
て
い
た
時
期
が
終
了
し
、
少

し
づ
つ
日
常
が
戻
っ
て
き
て
い
る
の
を
実
感
で
き
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

広報みほ　令和５年１月号 2広報みほ　令和５年１月号広報みほ　令和５年１月号2727

放送内容が聞き取りにくかった場合、音
声で放送内容を確認できます。

防災行政無線の放送内容の
自動電話案内サービス

☎０２９－８８５－００１０☎０２９－８８５－００１０

災害等に関する緊急情報等を
メールで受け取ることができ
ます。ホームページか、右の
ＱＲコードから登録できます。

美浦村防災メール

公共機関等お問合せ一覧
美 浦 村 役 場
みほふれ愛プラザ
子育て支援センター
中 央 公 民 館
中央公民館図書室
文 化 財 セ ン タ ー
光 と 風 の 丘 公 園
保 健 セ ン タ ー
美浦水処理センター
大谷時計台児童館
木 原 城 山 児 童 館
大 谷 保 育 所
木 原 保 育 所
社 会 福 祉 協 議 会
デイサービスセンター
老人福祉センター
シルバー人材センター
消費生活センター
美 浦 村 商 工 会

☎０２９－８８５－０３４０
☎０２９－８８５－６５１１
同上プラザ内
☎０２９－８８５－４４５１
☎０２９－８８５－８４４２
☎０２９－８８６－０２９１
☎０２９－８８５－６７１１
☎０２９－８８５－１８８９
☎０２９－８８５－０７２０
☎０２９－８８５－０５９７
☎０２９－８８５－１０６４
☎０２９－８８５－１５４９
☎０２９－８８５－４４８８
☎０２９－８８５－００３８
☎０２９－８８５－８８８５
☎０２９－８８５－７０８０
☎０２９－８８６－０００７
☎０２９－８８５－７１４１
☎０２９－８８５－２２５０

１月の納税
納期限は１月３１日（火）です。

（４期）
（７期）
（７期）
（７期）

村 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

各種相談

みんなの人権
１１０番

子どもの人権
１１０番

☎０５７０－００３－１１０
さまざまな人権問題に関する相談

※平日午前８時３０分～午後５時１５分

※平日午前８時３０分～午後５時１５分

※平日午前８時３０分～午後５時１５分

☎０１２０－００７－１１０
いじめ・虐待など子どもの人権相談（通話無料）

女性の人権
ホットライン ☎０５７０－０７０－８１０

セクハラ・家庭内暴力など女性の人権相談

インターネット
人権相談 https://www.jinken.go.jp/

様々な人権問題に関するインターネット人権相談

住宅用火災警報器を
設置しましょう！

障がい者
相談

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等何でもご相
談に応じます。

（予約不要）
日時 １月１６日（月）、２月１３日（月）
　　　午後１時～３時
会場 みほふれ愛プラザ

行政相談 国の仕事のことなどで困ったときはご相談ください。

（予約不要）
日時 １月２７日（金）午前１０時～正午
会場 役場１階住民相談室

ＦＡＸ

教育相談

学校生活、子育てなどで悩みがあるときはご相談ください。

▼電話相談・来所相談・訪問相談
開所時間 月～金曜日※祝日を除く
　　　　　午前９時～午後５時
相談・予約 光と風の丘公園クラブハウス内
☎・ ０２９－８８５－７７８８

美浦村教育相談
センター

弁護士による
法律相談

心配ごと
相談

申込 社会福祉協議会☎０２９－８８５－００３８
会場 老人福祉センター☎０２９－８８５－７０８０

※予約は随時受付。

美浦村社会福祉
協議会主催

日時　２月２２日（水）午後１時３０分～４時

日時 ２月６日（月）、２０日（月）
　　　午後１時～３時

※２月１日（水）午前８時３０分より申込受付。

設置義務です！設置義務です！設置義務です！設置義務です！

平日、住民課窓口に来られない方へ
◎住民課窓口時間延長
毎月第２・第４水曜日の午後５時１５分～７時に実施します。

▼１月・２月の実施日 １月１１日・２５日、２月８日・２２日

▼取扱業務　各種証明書の発行、印鑑登録、パスポートの交付、
戸籍届書の預かり、マイナンバー（個人番号）カードの交付、

　電子証明書の更新
※転入・転出・転居等の住民登録業務は取扱いできません。
◎住民票の写し・印鑑登録証明書の休日交付（電話予約）
事前に平日・午前８時３０分～午後５時までに電話予約をい
ただくと、土・日・祝日に証明書を受け取ることができます。

※ご予約の際は証明書を受け取りにくる方がお電話ください。
◎マイナンバーカードの休日交付申請サポート（電話予約）
村内在住の方を対象に、写真撮影から申請をサポートします。

▼１月・２月の実施日時 １月８日（日）・２月１２日（日）
　午前８時３０分～午後０時３０分
※出来上がったマイナンバーカードは原則郵送します。
※初めての申請の方は、無料で発行できます。　
◇問合せ　役場住民課



　《写真》
　寒暁の陽差し込む霞ケ浦
　（１２／２０　撮影・大山地内にて）
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（広告欄）広告に関する一切の責任は各広告主に帰属し、村がその内容について推奨等をするものではありません。

　こんにちは。２代目美浦村地域おこし協力隊の桂典久です。
　私は、初代協力隊である村川夫妻が営む美浦村週末カフェのお手伝いをさせ
て頂いた際に、美浦村の文化や魅力の発信基地の役割をされている姿に感銘を
受けました。その後、ご縁があり２代目の地域おこし協力隊として応募をさせ
て頂き、採用されてから早くも半年が経ちました。
　現在では、これまでの飲食店などでの経験を活かし、美浦村週末カフェに県
内外から来られるお客様に、村の特産品を『ランチ』と

いう形で調理提供させて頂いています。
　ありがたいことに、多くの旬野菜や湖産物を食べてもらい、少しずつ
ですがリピーターのお客様も増えてきて、『どこで購入できるの？』など
のお問い合わせも増えてきました。また、カフェが営業していない平日
は、村内の農家さんにお邪魔し、旬の野菜の美味しい調理法を教わった
り、大山地区の漁師さんの漁に同行したりなど、今までは出来なかった
経験をたくさんさせて頂いています。
　今後はこのような貴重な経験を、私の言葉で多くの人に発信し、美浦
村の魅力を多くの人に知ってもらえるきっかけになればと考えています。
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　最後に、私は、おいしさのひとつとして野菜など作られている方の物語、作られるまでのエ
ピソードなどを伝える事を大切にしています。村内の生産者の方々のそのような物語を、私に
教えて下さい。皆様のエピソード共に、美味しく調理をさせて頂き、美浦村内外の人に食べて
頂き美浦村ファンを作っていきたいです。まだまだ皆さんのお話を聞かせてください。
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桂典久さんが、美浦村の２代目となる地域おこし協力隊として令和４年６月に着任して約半年がた
ちました。『美浦村の農水産品を食材とした料理による地域活性化』を活動テーマとしながら、行政で
はできない柔軟な地域おこし策を展開しています。
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２代目美浦村地域おこし協力隊　桂 典久

無料アプリ『マチイロ』で
「広報みほ」と「議会だよりみほ」が読めます
「広報みほ」と「議会だよりみほ」をより多くの皆さまに提供できるよう、
スマートフォン用アプリ『マチイロ』（運営：株式会社ジチタイワークス /福岡市）を導入しています。

①「マチイロ」のホームページ（https://machiiro.town）、もしくは右の二次元コード
　から専用アプリをダウンロードしてください。
②「お住まいの地域」で「茨城県美浦村」を登録してください

※アプリは無料ですが、アプリのダウンロードや情報の受信には、通信料が発生する場合がありますのでご注意ください。
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■問合せ　役場総務課


